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同
窓
会
は
〟心
の
つ
な
が
り〝

同
窓
会
会
長  

片
岡
　
満

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
に
蔓
延

し
、
多
く
の
命
が
失
わ
れ
大
変
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
社
会
情

勢
の
変
化
に
惑
わ
さ
れ
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
に
よ
り
、
不
要
不
急
の
外
出
を
自
粛
す
る
要
請
で
景
気
の
落
ち
込

み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
様
な
中
で
、
同
窓
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、

く
ろ
が
ね
会
報
の
取
り
ま
と
め
、
情
報
の
乖
離
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
役
員
・
常
任
幹
事
会
も
開
催
出
来
ず
、
細
か
い
話
が
進
み
ま
せ
ん
。

実
際
に
面
識
し
合
っ
て
話
が
出
来
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
事

か
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
今
年

も
卒
業
式
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
、
同
窓
会
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
報
「
く
ろ
が
ね
」
は
来
年
「
50
号
」
の
記
念
会
報
と
な
り

ま
す
。
多
く
の
皆
様
方
の
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
の
「
く
ろ
が

ね
」
は
編
集
委
員
会
も
開
け
ず
木
村
編
集
長
初
め
、
委
員
の
皆
様
の
ご

苦
労
に
感
謝
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
活
動
も
出
来
ず
寄
稿
原
稿
も
少
な
い

中
で
、
何
と
か
「
く
ろ
が
ね
49
号
」
が
発
刊
で
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
は
、
会
員
の
交
流
を
深
め
、
心
あ
る
つ
な
が
り
を
創
り
、
未

来
を
語
る
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。	

	

　

コ
ロ
ナ
感
染
は
ワ
ク
チ
ン
投
与
で
一
日
も
早
く
鎮
静
す
る
こ
と
を
祈

念
し
、
皆
様
は
感
染
さ
れ
な
い
よ
う
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
下
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
同
窓
会
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和２年度

令和２年度 収支決算書表　　自 令和2年4月1日～至 令和3年3月31日	  （単位：円）

収
入
の
部

費　目 令和2年予算 令和2年実績 摘　要
繰 越 金 13,198,876 13,198,876
入 会 金 8,000,000 8,080,000 令和2年度定期入学 入会金
年 間 会 費 600,000 740,000 388件
受 取 利 息 0 280 普通預金・定期預金利息
雑 収 入 200,000 0 寄付金及びご祝儀
預 り 金 200,000 140,000 くろがね49号　広告掲載料
収 入 計 9,000,000 8,960,280
合 　 計 22,198,876 22,159,156

（単位：円）

　
支
出
の
部

費　目 令和2年予算 令和2年実績 摘　要
会 報 発 行 3,300,000 3,269,221 くろがね・編集・印刷・発送・広告等
総 会 費 750,000 0 総会中止
会 議 費 100,000 34,896 役員・幹事会
懇 談 会 費 200,000 0 新年会・校友会・役員会等
活 動 費 1,300,000 909,780

（ 体 育 祭 助 成 金 ） (200,000) (100,000) 体育祭 賞品
（ 各 種 お 祝 い 金 ） (300,000) (150,000) 各種クラブ・会への祝儀
（ 卒 業 記 念 品 ） (800,000) (659,780) 卒業年度記念品助成
同 期 会 助 成 金 200,000 20,000 同期クラス会助成１件
管 理 費 760,000 716,760 名簿及びPC更新と管理
通 信 費 140,000 85,106 郵送・電話料・アンケートはがき受取切手
旅 費 交 通 費 220,000 96,000 役員会・幹事会の交通費
慶 弔 費 30,000 4,760 慶弔費
事 務 用 品 費 200,000 37,956 事務用品費・中封筒作成
支 払 い 手 数 料 80,000 75,563 振替口座・振込・受取人払い手数料等
雑 費 30,000 31,265 残高証明・年賀等
予 備 費 500,000 0 各項目に該当しない臨時出費	
周 年 行 事 積 立 金 1,000,000 1,000,000 令和元年より始める　２年目
預り金（ 広告掲載料 ） 190,000 190,000 令和２年度中に入金した広告掲載料17社
支 出 計 9,000,000 6,471,307
次 年 度 繰 越 金 13,198,876 15,687,849
合 　 　 　 　 計 22,198,876 22,159,156

上記のとおり報告いたします。（令和3年3月31日現在）

2021年度
学校法人 大阪産業大学

新理事長　北前 雅人 就任

大阪産業大学附属高等学校

新事務長　中井 英二 就任

TOPIX辛苦越え
　　世界流

行

　　　　根
絶へ

辛苦越え
　　世界流

行

　　　　根
絶へ

会員データ
●卒業生数…………�����55,925名
●重複卒業生数……510名（中・高卒業）

●発行数……………�����24,824部

（令和３年4月1日現在）

令和3年度「同窓会総会」は
中止いたします。

令和２年
４月 2日（木） 高等学校入学式 ８０９名

※�新型コロナウイルスで同窓会は入学式に参加
出来ず

４月 8日（水） 会計監査
役員・幹事会　※新型コロナウイルスで中止

４月 23日（木） 学園本部理事会
新型コロナウイルス学校対策

４月 30日（木） 令和２年議案書書面決議
役員・幹事に３３通発送

5月 2日（土） 広告掲載各社、来賓者くろがね２４,５７１部発送

5月 8日（金） 林 大行先生ご葬儀  於：西光寺（奈良県吉野 ）	

5月 28日（木） 学園本部理事会

6月 16日（火） 新理事長　法人本部へ挨拶訪問

7月 21日（火） 役員・幹事会

10月 18日（日） 全国高校サッカー選手権大会 同志社香里に勝利

10月 13日（火） 役員・幹事会　くろがね４９号編集会議第１回

10月 23日（金） 地域懇談会

10月 25日（日） サッカー部 大阪偕星学園高校に勝利

10月 28日（水） 評議委員会

10月 31日（土） サッカー部 ベスト８ 阪南大高校に惜敗

11月 9日（月） 役員・幹事会　くろがね４９号編集会議中止

令和３年
2月 26日（金） 卒業式リハーサル

今年度卒業生に同窓会PR
役員・幹事会
くろがね編集会議第2回

3月 18日（木） 大阪桐蔭高校 選抜高校野球出場お祝い
3月 30日（火） 役員・幹事会

くろがね４９号編集会議第3回

※�今年度は新型コロナ感染症拡大のため会議・会食・懇談会・
懇親会等全て中止になる。
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幹事さん大募集中！

090-8826-3636（大谷）
090-2385-0689（田中）

連絡先

ただいま、同窓会幹事さんを募集しています。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
学
校
運
営
に
ご

支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
6
月
1
日
付
で
理
事

長
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
創
立
90
年
以

上
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
学
園
の
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、
全
力
を

尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
同
窓
会

の
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
世
界
中
に
広
が
り
社
会
全
体

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

産
大
附
属
高
校
に
お
い
て
も
、

臨
時
休
校
を
実
施
す
る
な
ど
、
大

変
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ご
支
援
と
職
員
の
様
々
な
努

力
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
学
び
が
継

続
で
き
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
現
在
は
、
通
常
の
対
面
授
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
課
外
活

動
の
制
限
や
修
学
旅
行
の
中
止
を

は
じ
め
と
し
て
、
学
校
行
事
が
思

う
よ
う
に
実
施
で
き
な
い
状
況
が

ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
卒
業
生
が
我
々
に
元
気
と
誇

り
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国

大
学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
で
の
活
躍
で
す
。

　

優
勝
し
た
天
理
大
学
の
選
手
の

中
に
、
わ
が
産
大
附
属
高
校
の
卒

業
生
２
人
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
中
継
で
何
度
も
、
彼
ら

の
名
前
と
共
に
映
し
出
さ
れ
た
出

身
校
「
大
阪
産
業
大
学
附
属
高
校
」

の
文
字
に
、
私
の
胸
も
熱
く
な
り

ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
の
心
中

は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た

と
推
察
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
同
窓
会
の
皆
様
が
母

校
を
誇
り
に
思
う
機
会
が
増
え
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
建
学
の
精
神

「
偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
に
基
づ

く
教
育
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
実
践
的
な
人
材
を
養
成

し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
方
の
引
き
続
い

て
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
は
母
校
に
対
し
ま
し

て
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
『
大
阪
鉄
道
学
校
』
か
ら
の
本
校

の
卒
業
生
総
数
は
５
万
５
千
人
を

超
え
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
２
月

末
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
６
８
５
名

の
卒
業
生
が
同
窓
会
に
加
わ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
４
月
に
は
、
そ
の

卒
業
生
に
替
わ
っ
て
６
４
６
名
の

新
入
生
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
生
徒
数
は
１
年
生
６
４
６

名
、
２
年
生
７
９
２
名
、
３
年
生

７
０
８
名
、
生
徒
総
数
２
１
４
６

名
（
う
ち
女
子
４
９
０
名
）
の
近

畿
有
数
の
大
規
模
校
に
な
っ
て
い

ま
す
。
３
年
前
は
学
校
創
立
九
十

周
年
の
年
で
し
た
が
、
今
本
校
は

２
０
２
８
年
の
「
創
立
百
周
年
」

に
向
け
て
新
た
な
歴
史
を
築
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
校
に
は
、
普
通
科
と
国
際
科

に
合
わ
せ
て
五
つ
の
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

進
学
コ
ー
ス
は
、
本
校
を
代
表

す
る
コ
ー
ス
で
す
。
他
校
の
一
校

分
よ
り
も
大
き
く
、
生
徒
の
半
数

が
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
で
す
。
大

阪
産
業
大
学
と
の
高
大
接
続
シ
ス

テ
ム
が
最
も
充
実
し
て
い
る
コ
ー

ス
で
あ
り
、
特
別
推
薦
制
度
に
よ
っ

て
毎
年
多
く
の
卒
業
生
が
大
阪
産

業
大
学
に
進
学
し
て
い
ま
す
。
近

年
女
子
生
徒
の
入
学
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
勉
強
と
ク
ラ
ブ
活
動
を

両
立
さ
せ
て
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

特
進
コ
ー
ス
は
、
大
学
進
学
に

特
化
し
た
コ
ー
ス
で
、
平
常
授
業

で
は
一
日
七
時
間
、
週
三
十
九
時

間
と
い
う
豊
富
な
授
業
が
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
年
間
の
授
業
日
数
は
、

公
立
高
校
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
、

特
進
コ
ー
ス
の
行
う
授
業
だ
け
で
、

志
望
す
る
国
公
立
大
学
や
難
関
私

立
大
学
へ
の
現
役
合
格
を
目
指
し

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
は
、
運
動
系

の
ク
ラ
ブ
に
必
ず
所
属
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
男
子
の
み
の
コ
ー

ス
で
す
。
昨
年
度
入
試
か
ら
専
願

募
集
の
み
と
し
ま
し
た
が
全
国
レ

ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
そ
ろ
っ
て

い
る
、
ま
さ
に
学
校
の
看
板
と
い

う
べ
き
コ
ー
ス
で
す
。
全
国
大
会

出
場
・
日
本
一
を
目
指
し
て
、
勉

強
と
ク
ラ
ブ
活
動
に
と
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
際
科
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
は
、

世
界
中
で
働
く
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
コ
ー
ス

で
、
関
西
外
国
語
大
学
、
京
都
外

国
語
大
学
、
大
阪
産
業
大
学
国
際

学
部
の
よ
う
な
外
国
語
系
学
部
へ

の
進
学
や
海
外
留
学
制
度
が
充
実

し
て
い
る
コ
ー
ス
で
す
。
昨
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー

ス
な
ら
で
は
の
行
事
が
延
期
や
中

止
に
な
り
と
て
も
残
念
で
し
た
。

今
年
度
は
い
ろ
い
ろ
な
教
育
活
動

に
お
い
て
、
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ー
ス
の
独
自
性
を
打
ち
出
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、

学
校
行
事
が
中
止
・
延
期
に
な
り
、

同
窓
会
の
活
動
も
同
様
で
し
た
。

入
学
式
、
卒
業
式
な
ど
も
ご
来
賓

と
し
て
出
席
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ず
、
大
変
申
し
訳
な
く
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
昨
年
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
取
り
戻
す
た
め
、

新
た
な
挑
戦
の
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
後

輩
た
ち
が
頑
張
る
様
子
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
是
非
と
も
母
校
に
お
帰
り
く

だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
を
迎
え
て

　

建
学
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
を
積
み
重
ね
る

大
阪
産
業
大
学
附
属
高
等
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大阪産業大学附属
中学・高等学校

写真のご用命は吉田写真館まで

TEL&FAX 0745-32-7851

和洋庭園・設計施工・管理

三木梅香園株式会社

代表取締役

 三木　康生

〒547-0035 大阪市平野区西脇1丁目4番3-105号
TEL. 06-6701-7507　FAX. 06-6701-1200
〒581-0864 大阪府八尾市山畑376番地

TEL. 072-941-0578　FAX. 072-943-7273　携帯 090-4493-7626
E-mail：miki-baikouen@herb.ocn.ne.jp

日本光電工業株式会社
特約店

株式会社 上北商会

〒570-0011 大阪府守口市金田町4丁目5番26号
TEL：06-6902-6097　FAX：06-6901-2632

医用電子機器・医科器械器具
介護用品販売

 高校在校生2,145名に（在籍数の確認は4月1日現在）

　高校では2月10日と16日に入学試験を実施し、昨年より163名減の646名が
入学、高校全体の在籍者数は2,145名と昨年より75名の減少となりました。
　3月20日に実施した高校入試併願合格者の招集には174名が集まり（戻り率
12.2%）、女子の入学者数は専願と併願合わせて157名となりました（入学者の
女子生徒比率は24.3％）。普通科特進コースは5クラス、進学コースは9クラス、
スポーツコース2クラス、国際科グローバルコース2クラスとなり、合わせて計
18クラスとなりました。
　その結果、高校入学者の占める併願者の比率は全コース平均で26.9%とな
り、併願者の割合は引き続き高くなっています。 

【各コースの併願入学者率】
ＡⅠ ＡⅡ Ｕ Ｐ Ｇ 全体

57.1% 49.5% 19.0% 0% 37.5% 26.9%

 生徒募集にご協力を！

　ご家族またはお近くに受験を予定されている方がおられましたなら、ぜひ母
校の受験をお勧めいただきますようよろしくお願い申し上げます。
　また、新年度を迎えた校内では、生徒たちが勉強やクラブ活動に取り組んで
います。同窓会の皆さん、是非一度母校へお立ち寄りいただき、後輩たちの活
動をご覧ください。

 各種証明書類の発行について

　各種証明書は 事務部にて発行します。
●‌�窓口ですぐにお渡しできないものもありますので、来校される場合は、事前
にご確認ください。
　＜すぐにお渡しできるもの＞　卒業証明書　等
　＜すぐにお渡しできないもの＞　�調査書、成績証明書、単位修得証明書、　　

英文の証明書類　等
●郵送希望の場合は、次の①、②、③を同封して、事務部にお申し込みください。
　なお、返信用の封筒は不要です。
　　①証明書発行願（ホームページからダウンロードできます。）
　　②手数料と送料の合計金額の切手
　　③本人確認書（運転免許証等）の写し
　＜手数料＞　卒業証明書、成績証明書、単位修得証明書：100円
　　　　　　　調査書：200円　英文卒業証明書：300円
　　　　　　　英文成績証明書：500円
　　　　　　　各ー通あたりの手数料です。
　　　　　　　�詳しくは、大阪産業大学附属高等学校ホームページの「卒業生

の方」から「各証明書の発行について」お進みいただき、ご確
認ください。

●窓口受付時間　平日８：45〜16：30、土曜日８：45〜12：00
※�学校行事の都合で臨時休校となる場合がありますので、ご注意ください。
　ご不明な点は事務部までお問い合わせください。TEL. 06-6939-1491（代）

 進路指導より
　令和2年度卒業生の進路状況と大学合格実績は、下表の通りです。進路状況
については、昨年度に比べると、4年制大学や短期大学に進学した生徒は全体
の82%で、昨年度より2%増加し、専門学校に進学した生徒は全体の13%で、
昨年度より1%減少しました。
　また、大学合格実績につきましては、国公立大学に現役で昨年より3名多い6
名が合格しました。
　大阪産業大学への入学者は186名でした。昨年度は新型コロナウイルスによ
る緊急事態宣言等により、当初予定していた大阪産業大学との高大連携行事は
全て実施できませんでした。今年度の高大連携行事に関しては、実施可能かど
うか、不透明な部分も残りますが、なお一層、大阪産業大学との高大連携の強
化を図っていきたいと思っております。
　今後も一人一人の生徒が自らに適した進路を選択し、将来の活躍に繋げるこ
とが出来るように指導していきたいと考えております。　　　　　　　   （進
路指導部） 

令和2年度卒業生進路状況

項目　　　
科 普通科 国際科

合計
特　進 進　学 スポーツ 進　学

卒業生数 174 352 88 71 685

進　

学

大 　 学 158 266 65 57 546
短 　 大 1 10 1 3 15
専 門 学 校 9 60 11 8 88
そ の 他 5 13 3 3 24

計 173 349 80 71 673

就　

職

官 公 庁 1 1 2
運 輸 関 係 1 2 3
金 融 関 係
建 設 関 係
製 造 関 係 1 1 2
販 売 関 係 0
サ ー ビ ス 1 1
家業・その他 1 3 4

計 1 3 8 12

令和3年度入試　大学別合格状況と過去実績　　　　　　    合格者数は実数

大学名
合　格　者　数

令和3年度入試 令和2年度入試 平成31年度入試 平成30年度入試 平成29年度入試

大阪産業大学 199 247 218 175 173
名古屋大学 1
和歌山大学 1
大阪府立大学 2
大阪市立大学 1 1
兵庫県立大学 2 1 1
滋賀大学 1
奈良県立大学 1
富山大学 1
岡山大学 1
山口大学 1 1
徳島大学 1
愛媛大学 1
宮崎大学 1
島根大学 1
公立鳥取環境大学 1

国公立大学計 6 3 3 4 5
関西大学 11 11 12 11 16 
関西学院大学 3 1 3 1 1 
同志社大学 2 1 2 0 
立命館大学 6 3 5 3 5 

関関同立計 22 16 22 15 22
京都産業大学 26 8 8 19 11
近畿大学 26 22 21 26 30
甲南大学 3 2 2 1
龍谷大学 14 14 10 17 10

産近甲龍計 69 46 41 62 52
関西外国語大学 24 27 20 25 21
京都外国語大学 5 2 4 1 0
佛教大学 5 4 6 3 9

 計 34 33 30 29 30

学校のページ学校のページ

─ 第75回梧桐祭 ─
11月2日（火曜日）開催予定！

※状況により日程が変更される場合があります

母校の後輩たちが頑張っている姿を
ご覧ください。
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S48年卒業 親衛隊隊長 旧姓 西藤潤二
大阪市住吉区南住吉2-21-12 ☎090-8467-9836

お好み焼き 鉄板太郎

あ
べ
の
筋

南
海
高
野
線

長居公園通り

千躰

沢
ノ
町
駅

大阪市立
三稜中学校

ジョーシン
住吉店

お好み焼き

鉄板太郎 大阪産業大学附属高校 應援團《OB桐志会》
橋本幹事長 ： 090-3994-9699
■幹事長：橋本博光
■役員：前川豊、井村匠、吉田潤二（旧姓西藤）

押忍！ 應援團の皆さん元気？連絡頂戴！

　昭和21年頃から悪ガキやヤンチャな集まりで応援団をやって

来ましたが、団長が代を重ねる毎に応援団はクラブらしくなり規

律と統制の基に心・技・体すべてが磨かれて行き、応援団同志の

試合も関西高校応援団連盟で乱舞祭として開催され、第17代目

川端団長（顧問・古谷先生）の時代に連盟主催で我が校の応援団

が見事に優勝しました。その時から実質関西でNo.1になり、本部

校や理事校として常に上位で活躍して参りました。特に、野球部

の応援には必ず球場へ出向いて応援を行い、本校の活躍をバッ

クアップして盛り上げました。校内では昭和43年まで文化祭とし

て毎年開催されていましたが、昭和44年11月から梧桐祭として

名前を変え開催されるようになり、毎年秋の梧桐祭（文化祭）で

演武を披露しました。

　観覧には先生方や生徒・父兄の方々が常に満員の中で絶賛の

高い評価を得て来て、応援団の名物活動の一環として認知され

るようになりました。その支えとなって頂いた諸先生の中で顧問

を長くして頂いた「故 吉本先生」にご指導を得た事を感謝してお

ります。特に先生の教えは「お前ら今は他の人を応援している

が、社会に出たら今度は他の人から応援される人間になれ」

「“負けるな”たとえ一人になっても“がんばれ”」と長年に亘ってご

指導を得た事を感謝しています。“有難う御座いました”。

　昭和47年17代団長 故 川端 正樹氏の発起により応援団OB会

「桐志会」を結成し、会員80数名を以って親睦を図っておりま

す。昭和48年の卒業アルバムには第23代目の応援団の集合写

真が、在りし日の栄光ある活躍ぶりを歴史の証として掲載されて

いますので、ご参照して下さい。　　　　　     　“押忍（おっす）”

　応援団OB会「桐志会」幹事長　18代団長　橋本 博光

応援団OB会「桐志会」案内
住所変更・その他の受付

元第18代団長・代表幹事長　橋本 博光
〒534-0021 大阪市都島区都島本通5丁目8-12

電話（06）6922-0870  携帯：090-3994-9699

『怒涛・五三の桐』
打てば響くぜ俺らの胸に♪

生駒、信貴の涼風に♪
清を仰がば胸の四股の間の間に接し♪

誉れも高貴、桐の紋♪
眼（まなこ）を転（てん）じ北大（ほくほう）を♪

眺（なが）むうれば源（みなもと）を♪
琵琶湖に発し悠然と♪

姿を西に淀の流れに潤いを♪
ここひときりは錨（いかにも）深き大阪城♪

南に見下ろし乱れ飛ぶ♪
俺ら自慢の五三の桐さ～♪

応援名物三三七拍子

23代目應援團（昭和48年度卒業アルバム・抜粋）

♪チョイトと出ました私は♪
　　♪三千世界にまたとない

鉄校きっての色男♪　　
　♪それの何より証拠には

長澤まさみに広瀬すず♪　
　♪綾瀬はるかに土屋太鳳

みんな俺らに首ったけ♪　
　　♪だけどそんなのふっちゃって

覚えましたるこの拍子っ♪　　
♪三ちょ三ちょの七拍子♪　“押忍”
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。

１． 万朶の桜か襟の色
 花は吉野に嵐吹く
 鉄校健児と生まれしは
 応援団の花と散れ

２． 勝も負けるも時の運
 一時の負けに泣くよりも
 益々発奮自重して
 最後の勝利に突き進め

３． 照日煌めく夏の日も
 吹く風寒き冬の日
 互いに励まし慰めて
 見事栄冠この腕に

てるひ きら

バンダ

団 員 歌

応援団のしおり
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　私は、大阪産業大学附属高等学校普通科ビジネスコースに入学し、硬式テニス部に所属しておりました。入部当初は、「ク
ラブで良い成績を残す」と心に決め、練習に励んでいましたが、入部して半年、膝の怪我をきっかけに退部することとなりま
した。怪我が原因とはいえ、高校生活の目標を突然失うこととなり、挫折とともに不安や焦りも感じました。
　そのことを当時の担任だった前川俊樹先生に相談したところ、「せっかくビジネスコースに入学したのだから、日商簿記検
定二級を取得し、特技推薦で大阪産業大学に入学することを目標にしたらどうか」と助言をしてくださいました。その後一年
生の秋から簿記の授業担当だった高岡先生も協力してくださり、試験前などは、遅くまで学校で熱心に指導して頂きました。
今でも良い思い出で、深く感謝しております。
　前川先生のご助言、高岡先生のご指導のもと、一年生の間に日商簿記三級を取得し、二年生の秋には、目標としていた日商
簿記二級を取得する事ができました。そして、三年生の秋、最終目標である特技推薦での大阪産業大学への入学を決めること
ができました。あの時前川先生のご助言、高岡先生の熱心なご指導がなければ、今の私はなかったと言っても過言ではありま
せん。目標はなくならない。その時々に新しい目標がある。そして、目標を達成するまで諦めない。それが結果へとつながる。
ということを学ばせていただきました。
　そしてこの貴重な体験は、その後の私の人生の教訓となり、現在の私へとつながっていく事となります。

　私は現在、守口市議会議員として市政に携わっております。
　そもそも、私が政治の世界に関わるきっかけとなったのは、地元の先輩でもあり、大阪産業大学附属高等学校の先輩でもあ
る現守口市長の西端勝樹さんの選挙活動のお手伝いをさせていただいたことです。思い起こせば、もう13年以上も前のこと
になります。西端先輩が初めて守口市議会議員に立候補することになったときから、私は、先輩の選挙活動や政治活動のお手
伝いをさせていただいております。近くで見る政治家の姿は、思うように事が進まなくても決して諦めることなく、市民の方
や関係団体などに根気強く働きかけを行い、少しずつであっても確実に目標を達成するというものでした。信念を貫き、守口
市を変えていく姿を目の当りにした私は、憧れと尊敬でただ遠くのこと、自分とは関係のない別の世界を見ているような感じ
を受けました。と同時に、高校時代に恩師から教えていただいた「目標を達成するまで諦めない。」「それが結果へとつなが
る。」という教訓をいつも再認識していました。市議会議員二期目に当選されて間もなく、西端先輩は、守口市長選挙に出馬
されることになりました。私は、まさか自分自身が政治家になるとは思ってもみませんでしたが、西端先輩の後任として立候
補してはどうか、という話が突然私のもとへとやってきました。
　当時、私は仕事が充実していたこともあり、仕事を辞めてまで立候補する決断はできず、それから一年半、考えに考えるこ
ととなりました。祖父の兄弟が地元で議員をしていたこともあり、また、何よりも地元の人達の熱心な後押があって、私はつ
いに勇気を出して出馬を決意しました。今思えば、この決断も、恩師から教えていただいた「目標を達成するまで諦めない」
「それが結果へとつながる」という教訓が私に勇気を与えてくれたのだと確信しています。選挙戦には、背中を押してくれた
方々のためにも絶対に負けられないという覚悟、何より西端市長のもと、守口市のために自分にもできることがあるとの信念、
自分の力で少しでも守口市を良くするという決意を持って挑みました。その結果、上位での当選を果たす事が出来ました。平
成31年、私は2期目の当選も果たすことができました。おかげさまで、現在も守口市議会議員として市政に携わることができ
ております。私には、政治家として大切にしているものがあります。市民の方などと接するときにいつも心掛けている「心で
聞いて即行動！」という私の政治信条と、大阪産業大学附属高等学校で学んだ「偉大なる平凡人たれ」という建学の精神です。
高校時代に恩師や友人、先輩や後輩から学んだ日々があるからこそ、守口市のために日々活動を続ける今の私があります。
　我が母校である大阪産業大学附属高等学校を誇りに思うと共に、大変感謝しています。

守口市だんじり祭

守口市内 議会での一般質問守口市
シンボルキャラクター

もり吉

西端勝樹守口市長
（写真右）と

「専心一意」
の思い出

市民に恩返し

守口市議会議員　阪本 長三
（大阪産業大学附属高等学校　平成9年 普通科卒）
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左官工事・建築リフォーム工事・
超高圧洗浄工事

昭和47年普通科卒　ウェイトリフティング部OB会副会長

コミュニケーションサーバ（UNIVERGE）、
セキュリティシステム、PCサーバ（Express5800）

LAN、WAN、ワイヤレスLAN、ネットワークの設計、販売、施工、保守

代表取締役　髙木　健

本　　社 大阪市中央区北浜4丁目７番19号（住友ビル3号館）
 TEL.（06）6209‒3331
東京支店 東京都千代田区内神田1丁目17番9号（TCUビル）
 TEL.（03）6273‒7361

ＮＥＣ販売特約店

　 タカギエレクトロニクス株式会社

《事業内容》
ボナンザ印野球用品の製造、卸及び販売
学校制定品販売

〒537-0021 大阪市東成区東中本 2丁目 9番 28 号
TEL：06-6974-8900 ／ FAX：06-6974-8901

【
永
年
会
費
】　

平
成
30
年
度

Ｓ
23　

大
道　
　

進

Ｓ
31　

寺
前　
　

章

Ｓ
35　

大
谷　

和
正

令
和
元
年
度

Ｓ
23　

畑　
　

昌
三

Ｓ
23　

小
池　

明
雄

Ｓ
31　

福
岡　

四
郎

Ｓ
33　

西
野　
　

明

Ｓ
35　

井
上　

圭
司

Ｓ
35　

川
口　

正
徳

Ｓ
53　

勇　
　

浩
司

Ｈ
5　

川
村　

光
雄

令
和
２
年
度

Ｓ
29　

上
殿　

貞
義

Ｓ
33　

道
上　

武
男

Ｓ
35　

片
岡　
　

満

Ｓ
39　

亀
川　

清
吉

Ｓ
41　

春
田　

誠
一

Ｓ
41　

竹
本　

秀
一

Ｓ
45　

市
橋　
　

守

Ｓ
50　

後
山　

弘
義

Ｓ
52　

田
中　

信
良

Ｓ
56　

西
川　

隆
郎

Ｓ
57　

河
合　

富
夫

Ｓ
60　

千
葉　

忠
隆

Ｓ
62　

義
久　

高
司

Ｈ
2　

堀
川　

安
晴

　【
令
和
２
年
度
会
費
】

Ｓ
9　

山
崎　

道
夫

Ｓ
14　

濱
田　

清
治

Ｓ
15　

岡
村　

英
雄

Ｓ
18　

川
端
清
二
郎

Ｓ
19　

千
葉　

誠
三

Ｓ
20　

樋
口　

文
雄

Ｓ
20　

田
坂　

健
次

Ｓ
20　

森
井　

節
夫

Ｓ
20　

馬
伏　

昭
二

Ｓ
20　

野
坂　

正
弘

Ｓ
20　

橋
本　

輝
雄

Ｓ
21　

京
極　

龍
治

Ｓ
21　

谷
勝　

光
雄

Ｓ
21　

田
中　
　

肇

Ｓ
21　

飯
嶋　

徳
雄

Ｓ
23　

中
井　

重
次

Ｓ
23　

関
和　

輝
雄

Ｓ
23　

米
原　

作
治

Ｓ
23　

小
林　

正
利

Ｓ
24　

隅
野　

弘
二

Ｓ
24　

大
角　
　

実

Ｓ
24　

岸
野　
　

勇

Ｓ
25　

天
井　

一
夫

Ｓ
25　

福
味　

進
二

Ｓ
26　

松
野　

太
郎

Ｓ
26　

青
野　
　

豊

Ｓ
26　

西
野　

千
冬

Ｓ
26　

山
本　

嘉
明

Ｓ
27　

都
築　

倍
彬

Ｓ
30　

松
尾　

省
三

Ｓ
30　

山
田　

浩
司

Ｓ
31　

樽
本　

文
男

Ｓ
31　

粟
野　

外
治

Ｓ
31　

中
野　
　

修

Ｓ
31　

小
川　
　

清

Ｓ
31　

乾　
　
　

勝

Ｓ
32　

吉
川　

一
夫

Ｓ
32　

岸
本　

忠
巳

Ｓ
32　

白
川　

清
司

Ｓ
32　

髙
折　

秀
夫

Ｓ
32　

森
本　

勝
之

Ｓ
33　

髙
岸　

節
男

Ｓ
33　

井
澤　

眞
司

Ｓ
33　

枡
田　
　

清

Ｓ
33　

田
中　
　

進

Ｓ
33　

辰
見　

忠
治

Ｓ
33　

田
高
田
登
二

Ｓ
33　

小
田　

瀧
三

Ｓ
33　

南　

美
知
夫

Ｓ
33　

小
川　

和
彦

Ｓ
33　

筒
井　

康
雄

Ｓ
33　

西
川　

景
朗

Ｓ
33　

澗
随　

貢
世

Ｓ
33　

宇
田　

武
司

Ｓ
34　

矢
田　
　

勲

Ｓ
34　

竹
田　

辰
男

Ｓ
34　

大
野　

泰
宏

Ｓ
34　

秋
田　
　

稔

Ｓ
34　

金
市　

一
郎

Ｓ
34　

石
田　

隆
章

Ｓ
34　

永
金　

良
夫

Ｓ
34　

川
口　

八
朗

Ｓ
34　

塩
飽　

利
一

Ｓ
34　

佐
本　

義
一

Ｓ
34　

平
澤　
　

武

Ｓ
34　

浦
東　

武
士

Ｓ
34　

吉
田　

繁
夫

Ｓ
34　

塩
釜　

辰
雄

Ｓ
34　

久
野　

良
夫

Ｓ
34　

西
奥　

正
剛

Ｓ
34　

橋
本　

文
夫

Ｓ
34　

野
村　

洋
吉

Ｓ
34　

柴
田　

輝
雄

Ｓ
34　

佐
々
木　

峻

Ｓ
34　

山
口　

次
男

Ｓ
34　

早
川　

幸
三

Ｓ
34　

岡
野　
　

忍

Ｓ
34　

東　
　

輝
一

Ｓ
34　

若
木　
　

愿

Ｓ
34　

古
川　

正
照

Ｓ
34　

佐
々
木　

守

Ｓ
34　

松
浦　

安
夫

Ｓ
34　

西
原　

悦
男

Ｓ
34　

松
井　

道
一

Ｓ
35　

青
木　

治
雄

Ｓ
35　

荒
川　

達
夫

Ｓ
35　

上
田　
　

弘

Ｓ
35　

大
谷　

和
正

Ｓ
35　

川
本　

英
雄

Ｓ
35　

木
村　

大
成

Ｓ
35　

塩
谷　
　

正

Ｓ
35　

竹
安　

忠
次

Ｓ
35　

田
村　

泰
広

Ｓ
35　

平
城　

文
夫

Ｓ
35　

三
門　

勇
治

Ｓ
35　

中
村　

増
一

Ｓ
35　

小
西　
　

了

Ｓ
35　

西　
　

義
廣

Ｓ
35　

中
川
比
呂
志

Ｓ
35　

入
江　

唯
政

Ｓ
35　

大
村　

太
郎

Ｓ
35　

安
井　

宏
一

Ｓ
35　

近
藤　

勝
行

Ｓ
35　

八
木　

孝
夫

Ｓ
35　

重
村　

幸
彦

Ｓ
35　

中
村　

文
昭

Ｓ
35　

梶
原　

幹
男

Ｓ
35　

眞
田　

康
弘

Ｓ
35　

宮
﨑　

宗
仁

Ｓ
35　

今
井　

敏
夫

Ｓ
35　

居
川　

和
敏

Ｓ
35　

西
澤　

継
昭

Ｓ
35　

中
塚　

誠
一

Ｓ
35　

山
本　

勝
紀

Ｓ
35　

熊
倉　

和
夫

Ｓ
35　

大
内　

雅
雄

Ｓ
35　

霜
田　

勝
敏

Ｓ
35　

大
槻　

雅
弘

Ｓ
35　

木
下　

政
博

Ｓ
35　

辻
川　

壽
浩

Ｓ
35　

森
本　

榮
三

Ｓ
35　

石
田　

輝
雄

Ｓ
35　

小
林　

正
治

Ｓ
35　

酒
井　

浄
司

Ｓ
35　

牧
田　
　

弘

Ｓ
36　

種
草　

寿
明

Ｓ
36　

永
田　

昌
生

Ｓ
36　

生
地　

謙
一

Ｓ
36　

石
谷　
　

螢

Ｓ
36　

山
田　

卓
雄

Ｓ
36　

楠
根　

忠
士

Ｓ
36　

斉
田　
　

浩

Ｓ
36　

山
内　

章
吾

Ｓ
36　

青
野　

勝
利

Ｓ
36　

横
川　
　

武

Ｓ
36　

坂
下　

裕
一

Ｓ
36　

黒
田　

健
一

Ｓ
36　

安
田　

俊
雄

Ｓ
36　

奥
野　

繁
実

Ｓ
36　

落
合　
　

晃

Ｓ
36　

丸
山　

雄
司

Ｓ
37　

塚　
　

眞
次

Ｓ
37　

相
賀　
　

勝

Ｓ
37　

佐
脇　

修
學

Ｓ
37　

中
澤　
　

章

Ｓ
37　

石
嵜　
　

武

Ｓ
37　

小
林　
　

茂

Ｓ
37　

近
藤　

義
雄

Ｓ
37　

北
谷　

敦
志

Ｓ
37　

植
田　
　

博

Ｓ
37　

髙
橋　

富
雄

Ｓ
37　

前
川　

勝
行

Ｓ
37　

川
端　

英
和

Ｓ
37　

松
浦　

専
二

Ｓ
37　

吉
岡　

常
雄

Ｓ
37　

畠
山
眞
一
郎

Ｓ
37　

大
木　

義
男

Ｓ
37　

森
田　

康
正

Ｓ
38　

中
村　

秀
樹

Ｓ
38　

芦
田　

邦
宏

Ｓ
38　

石
脇　
　

修

Ｓ
38　

松
村
陽
一
郎

Ｓ
38　

福
本　
　

実

Ｓ
38　

木
村　

桂
治

Ｓ
38　

森　
　

榮
昭

Ｓ
38　

戸
梶　

純
司

Ｓ
38　

小
林　
　

勉

Ｓ
38　

菊
一
憲
司
郎

Ｓ
38　

横
山　

弘
毅

Ｓ
39　

井
上　

孝
雄

Ｓ
39　

菱
田　

英
男

Ｓ
39　

田
中　

敏
則

Ｓ
39　

片
岡　

正
次

Ｓ
39　

治
良　

輝
男

Ｓ
39　

柏
木　
　

正

Ｓ
39　

柴
田　

勝
弘

Ｓ
39　

巽　
　

清
裕

Ｓ
39　

梅
原　

一
男

Ｓ
39　

都
志　

正
淳

Ｓ
39　

松
下　

一
雄

Ｓ
39　

伊
藤　

利
雄

Ｓ
39　

辻
野　

孝
治

Ｓ
40　

鷲　
　

幸
雄

Ｓ
40　

篠
原　

昌
直

Ｓ
40　

濵
上　
　

保

Ｓ
40　

白
井
喜
代
和

Ｓ
40　

池
永
弦
一
郎

Ｓ
40　

居
内　

鉄
雄

Ｓ
40　

中
村　

俊
彦

Ｓ
40　

前
田　

浩
司

Ｓ
40　

大
内　

栄
三

Ｓ
40　

小
林　

秀
夫

Ｓ
40　

田
邊　

正
喜

Ｓ
40　

田
中　

一
夫

Ｓ
41　

原
田　

重
雄

Ｓ
41　

札
場　
　

博

Ｓ
41　

山
本　

浩
之

Ｓ
41　

神
戸　

紀
侑

Ｓ
41　

美
内　

照
男

Ｓ
41　

北
口　

清
美

Ｓ
41　

海
部　

徹
男

Ｓ
41　

髙
橋　

茂
夫

Ｓ
41　

石
田　

政
雄

Ｓ
41　

南
村　

吉
秀

Ｓ
41　

西
奥　

文
雄

Ｓ
41　

多
田　

光
一

Ｓ
41　

内
藤　

和
男

Ｓ
42　

木
村　

良
廣

Ｓ
42　

中
條　
　

要

Ｓ
42　

光
本　

好
雄

Ｓ
42　

青
田　

俊
雄

Ｓ
42　

林　
　

隆
男

Ｓ
42　

岡
澤　

廣
幸

Ｓ
42　

西
森　

一
雄

Ｓ
42　

佐
藤　

邦
夫

Ｓ
42　

岡
本　
　

均

Ｓ
42　

内
藤　
　

修

Ｓ
42　

大
汐　
　

満

Ｓ
42　

塩
津　

省
司

Ｓ
43　

寺
田　

幸
助

Ｓ
43　

山
田　

哲
雄

Ｓ
43　

岡
田　

久
広

Ｓ
43　

沖　
　

弘
明

Ｓ
43　

阪
尾
大
三
郎

Ｓ
43　

中
込　

博
文

Ｓ
43　

鈴
木　
　

昇

Ｓ
43　

河
田　

喜
一

Ｓ
43　

神
田　

昭
男

Ｓ
43　

阪
峯　
　

薫

Ｓ
43　

又
野　

武
司

Ｓ
43　

山
田　
　

豪

Ｓ
43　

小
西　

利
隆

Ｓ
43　

橋
本　

博
光

Ｓ
44　

堀
江　
　

滋

Ｓ
44　

川
田　

純
一

Ｓ
44　

渡
辺　

治
雄

Ｓ
44　

林　
　

好
治

Ｓ
44　

吉
本　

正
志

Ｓ
44　

奥
田　

一
美

Ｓ
44　

福
岡
雄
太
郎

Ｓ
44　

谷　
　

聖
一

Ｓ
44　

久
富　

明
雄

Ｓ
45　

由
元　

逸
次

Ｓ
45　

岡
部　

訓
三

Ｓ
45　

吉
峯　

一
光

Ｓ
45　

井
上　

正
章

Ｓ
45　

倉　
　
　

猛

Ｓ
45　

合
掌　
　

宏

Ｓ
45　

岡
﨑　

昭
雄

Ｓ
45　

江
南　

利
秋

Ｓ
46　

高
木　

善
知

Ｓ
46　

草
野　
　

勇

Ｓ
46　

塚
田　

兼
次

Ｓ
46　

前
川　
　

豊

Ｓ
46　

樋
上　

千
壽

Ｓ
46　

上
田　

龍
助

Ｓ
46　

田
中　

壽
一

Ｓ
47　

辻　
　
　

修

Ｓ
47　

平
井　

功
二

Ｓ
47　

森
岡　
　

保

Ｓ
47　

山
添　
　

司

Ｓ
47　

宮
嶋　

芳
人

Ｓ
47　

中
山　

俊
治

Ｓ
48　

吉
田　

潤
二

Ｓ
48　

石
田　

正
隆

Ｓ
48　

福
本　
　

勉

Ｓ
48　

畑
尻　

幸
一

Ｓ
48　

武
田　

好
司

Ｓ
48　

堀
江　

光
治

Ｓ
48　

藤
戸　

詳
二

Ｓ
48　

東
口　
　

進

Ｓ
48　

南　
　

昌
宏

Ｓ
48　

土
手
下
正
明

Ｓ
49　

銭
神　

良
隆

Ｓ
49　

織
田　

英
男

Ｓ
49　

阪
東　
　

勇

Ｓ
49　

奥
野　

治
男

Ｓ
49　

髙
原　
　

淳

Ｓ
49　

中
瀬　

知
春

Ｓ
49　

北
畑　
　

正

Ｓ
49　

表
西　

政
秀

Ｓ
50　

土
岐　

恭
生

Ｓ
51　

溝
上　
　

均

Ｓ
51　

松
崎　

一
則

Ｓ
51　

池
永　

雅
昭

Ｓ
51　

杉
本　

正
之

Ｓ
51　

中
山　

伸
治

Ｓ
52　

田
中　

康
秀

Ｓ
52　

木
村　

庄
一

Ｓ
52　

西
川　

和
人

Ｓ
53　

市
場　

孝
士

Ｓ
53　

前
田　

博
文

Ｓ
53　

森　
　

文
彦

Ｓ
54　

田
渕　

精
一

Ｓ
54　

西
川　

正
晃

Ｓ
54　

上
出　

昇
栄

Ｓ
54　

田
渕　

精
一

Ｓ
54　

佐
々
木
政
博

Ｓ
55　

木
村　

浩
行

Ｓ
55　

西
川　

一
孝

Ｓ
55　

山
中　

正
夫

Ｓ
55　

新
村　

和
久

Ｓ
56　

中
村　

祐
一

Ｓ
56　

大
平　

信
之

Ｓ
56　

棚
家　

雅
一

Ｓ
57　

小
島
総
一
郎

Ｓ
57　

山
元　

俊
彦

Ｓ
57　

鈴
木　

英
孝

Ｓ
57　

玉
置　

正
雄

Ｓ
57　

炭
本　

勝
堅

Ｓ
57　

峰
山　

耕
治

Ｓ
57　

西
村　

秀
保

Ｓ
58　

山
本　

忠
史

Ｓ
58　

大
城　

成
憲

Ｓ
58　

丸
岡　

光
弘

Ｓ
58　

為
島　

勝
行

Ｓ
58　

河
崎　

裕
一

Ｓ
59　

望
月　

常
彦

Ｓ
60　

正
木　

秀
知

Ｓ
60　

西
田　

文
彦

Ｓ
61　

小
池　
　

保

Ｓ
61　

森
岡　

秀
行

Ｓ
61　

竹
本　
　

勲

Ｓ
61　

下
北　

久
嗣

Ｓ
61　

松
本
広
一
郎

Ｓ
61　

加
藤　

敏
隆

Ｓ
62　

有
村　

智
志

Ｓ
62　

河
村　

美
雄

Ｓ
62　

井
上　

憲
文

Ｓ
63　

北
濵　

達
嗣

Ｓ
63　

大
工
裕
一
郎

Ｓ
63　

岡
村　

和
彦

Ｈ
1　

秋
山　

紀
博

Ｈ
2　

森
脇　

幸
典

Ｈ
3　

小
濱　

貴
樹

Ｈ
4　

浅
田　

颯
太

Ｈ
5　

東
野　
　

稔

Ｈ
5　

大
平　

勇
人

Ｈ
6　

高
橋　

修
一

Ｈ
6　

小
河　

元
季

Ｈ
8　

筒
井　

良
樹

Ｈ
8　

中
谷　

憲
司

Ｈ
12　

髙
原　

康
一

Ｈ
14　

岡
澤　

貴
嘉

Ｈ
14　

田
原　
　

憲

Ｈ
14　

山
中　

一
史

Ｈ
15　

藤
原　
　

猛

Ｈ
15　

伊
勢　

亮
太

Ｈ
16　

中
村　
　

裕

Ｈ
17　

山
本　

晃
守

Ｈ
19　

磯
崎　

友
宏

Ｈ
20　

車　
　

勇
樹

Ｈ
20　

川
尻　

利
幸

Ｈ
20　

片
本　
　

裕

Ｈ
22　

殿
井
健
史
郎

Ｈ
22　

山
本　

浩
彰

Ｈ
22　

山
本　

貴
大

Ｈ
23　

津
呂　

隆
行

Ｈ
24　

石
島　

大
弐

Ｈ
26　

西
岡　

龍
星

Ｈ
26　

増
元　

星
夢

Ｈ
26　

木
村　

洸
凱

Ｈ
26　

大
橋　

龍
一

Ｈ
28　

落　
　

拓
幹

Ｈ
28　

後
藤　

甚
哉

Ｈ
29　

中
本　

浩
徳

Ｈ
30　

北
野　

雅
之

Ｈ
31　

月
波　

誠
稀

Ｒ
2　

梅
田　

陸
哉

令和２年度

（数字は卒業年度）

会費納入者
の皆様

多くの同窓会会員の皆様から年会費をお振込みしていただきありがとうございました。
会員の有志には数年分（永年会費）をまとめてお振込みをいただきました。感謝申し上げます。
年会費は、同窓会の運営上とても大切な財源になっています。年会費をお忘れの方にはぜひお振込願いますよう
何卒よろしくお願い申し上げます。
※郵便局振込票を参考にお名前を掲載させていただきましたが、掲載漏れがあるかもしれませんのでご容赦下さい。

同窓会会長　片岡　満
〒536-0008 大阪市城東区関目5丁目15-34

TEL・FAX 06-4255-5255
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活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!
元ソフトバンクホークス プロ野球選手
大阪産業大学附属高等学校 硬式野球部　田上 秀則 監督（41歳）

　昨年は、コロナ禍の影響を受けて甲子園が中止になりました。監
督はじめ選手等々と、関係者の方々は、残念で悔しい１年でした。
　その後、秋期大会が無観客のもと不承に開催され「田上監督」率
いる我が母校の野球部が快進撃を続け、近畿大会出場まであと一歩
の“ベスト8”と健闘を見せてくれました。
　「良くやったと思います。このバッティングを見て下さい。」と田上監督から。打撃練習を見せてもらう
と、みんな堂々たる体格！打球は軽々とセンター方向に打ち返されました。伸びる大きな打球をレギュ
ラークラスの選手が数多く打っていました。「4番」の選手は中学まで軟式野球で、高校から硬式野球を

始めたそうです。中学から硬式野球をやっている良い選手が隣の高校や履正社高校へ行く中、よく選手を創り育て上げたと思います。
　「田上監督の手腕ですね!!」近い将来、「甲子園で」応援できる事を願っています。
　監督、 スタッフ、選手等々の方々、応援しています。

　2021年1月に行われた「大学ラグビー優勝戦」。見事「天理大
学ラグビー部」が早稲田大学ラグビー部を破り、念願の初優勝を
飾りました!!その天理大学ラグビー部に、我が母校のラグビー部
出身の選手が複数出場していました。（出場者は3番右プロップ10
番スタンドオフ!スクラムの前3人の1人!バックスの花形!スタンドオ
フです。）彼等も、大産大附属高校ラグビー部の時は、ボランティ
アで学校近辺の地域内を清掃してくれていました。そして大学に
入り、実を結び「大学日本一」に輝きました！
　テレビの前で大きな声で応援しましたよ!

「ラクビー部、頑張れ!」そして「花園」その先
の「国立」を目指して諦めるな!

“美しい実を結ぶために !! ”

『2020年 大阪秋期大会』ベスト8!!

先輩たちが
大学ラグビー“日本一”

『ガンバレ、

 　　大阪産業大学附属高校野球部!!』

石川 明日香（23歳）プロゴルファー

2016年プロテスト合格 ステップアップツアー４勝

「QT７位!!」2020年
12月1日～3日　有馬カンツリー倶楽部

　やったー！  最終QT７位！ 
　QTとは、レギュラーツアー50人枠に入れず、レギュ
ラーツアーの出場資格を得られるレギュラーツアーの最
終切符です。このQTは、ファーストステージ、セカンドス
テージ、サードステージ、そして選ばれた最終ステージ、
それを７位通過なのです。
　今年のレギュラーツアーは、ほとんど参加資格あり!!
　「今回は普段のQTと違って増枠QTなので、何試合に
出られるかわからないですけど、出る試合は優勝を目指し

頑張ります。」と意気込みを語ってくれた。

元担任の横井先生、

ゴルフ好きな山嵜先生、

応援よろしくです！

山嵜アメフト監督、

頑張ってください！

天理大学ラクビー部 ４回生
大阪産業大学附属高校 出身者

プロップ
小鍜治 悠太
身長 176cm
体重 108kg

スタンドオフ
松永 拓朗
身長 171cm
体重 80kg



令和3年4月27日	 く ろ が ね 	 第49号	 （8）

Ｓ
９
年
Ｍ
科
卒　

大
阪
市山

崎
　
道
夫

	

食
事
は
少
食
。
乍
ら
食
べ
ら
れ
る

だ
け
結
構
で
す
。

Ｓ
14
年
機
械
科
卒　

吹
田
市

濱
田
　
清
治

	

由
良
君
と
元
気
に
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

Ｓ
15
年
業
務
科
卒　

高
槻
市

岡
村
　
英
雄

新
幹
線
、
近
ツ
リ
ー
と
永
年
勤
務

を
終
え
、
平
成
5
年
4
月
に
そ
の

当
時
無
名
の
行
動
美
術
審
査
員

の
堀
田
先
生
の
絵
の
教
室
に
入
会

し
27
年
間
師
事
し
、
市
の
美
術
展

に
続
い
て
全
日
本
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

展
に
も
連
続
入
選
で
、
先
生
の
指

示
で
個
展
を
開
け
と
作
品
に
集
中
。

弥
生
が
丘
公
民
館
で
同
好
の
世
話

を
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
は
門
前

に
四
季
の
花
を
育
成
、
夏
に
は
朝

顔
の
行
灯
作
り
の
大
輪
で
道
行

く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

杖
を
持
た
ず
に
歩
行
を
し
て
い
る

96
才
の
老
人
で
す
。

	

96
才
で
会
費
免
除
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
寄
付
い
た
し
ま
す
。

Ｓ
20
年
運
輸
科
卒

愛
媛
県
新
居
浜
市

田
坂
　
健
次

余
り
無
理
を
せ
ず
健
康
第
一
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
よ
ろ

し
く
ー
。

Ｓ
20
年
運
輸
科
卒　

三
重
県
津
市

森
井
　
節
夫

	

当
時
、
大
阪
京
橋
辺
に
在
住
。
所

用
で
Ｒ
１
を
桜
宮
方
面
へ
歩
い
て

い
た
。
そ
の
時
向
側
バ
ス
停
か
ら

「
そ
こ
の
産
生
ど
こ
へ
行
く
…
」
見

る
と
、
山
路
先
生
と
教
官
。
早
曹
、

私
は
挙
手
の
敬
礼
を
し
事
情
を
説

明
（
非
番
）
。
学
徒
動
員
中
の
或

日
の
一
コ
マ
で
し
た
。

Ｓ
20
年
土
木
科
卒

大
分
県
大
分
市

柴
田
　
昭
三
郎

	

今
年
で
90
才
の
大
台
に
の
り
ま
し

た
が
、
今
も
福
祉
介
護
施
設
へ
の

志
願
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
達
よ
り

高
令
の
珍
現
象
を
呈
し
な
が
ら
30

人
の
会
員
を
主
導
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
竹
田
市
の
入
江
さ
ん
会

い
た
い
で
す
ね
。

Ｓ
21
年
運
輸
科
卒　

大
阪
市田

中
　
肇

「
駅
務
実
習
・
出
札
・
改
札
」
な
ど

で
ほ
と
ん
ど
勉
強
は
で
き
て
い
な

い
が
、
な
つ
か
し
い
。

空
襲
で
同
級
生
が
ギ
セ
イ
に
な
っ

た
の
は
痛
ま
し
い
こ
と
で
し
た
。

Ｓ
23
年
電
力
科
卒　

高
槻
市

米
原
　
作
治

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
仲
々
治

ま
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
が
私
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

幸
い
に
私
共
の
介
護
施
設
で
は
、

誰
一
人
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る

事
な
く
ず
っ
と
休
み
な
し
で 

や
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い

ま
す
。

Ｓ
24
年
機
械
科
卒　

大
阪
市

隅
野
　
弘
二

毎
年
く
ろ
が
ね
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。

Ｓ
30
年
業
務
科
卒

京
都
府
乙
訓
郡

松
尾
　
省
三

	

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
31
機
械
科
卒

兵
庫
県
西
宮
市

前
西
　
勝
治

今
年
で
会
社
創
立
60
周
年
を
迎
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
方
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
31
業
務
科
卒

兵
庫
県
西
宮
市

福
岡
　
四
郎

新
聞
で
拝
見
し
ま
し
た
小
田
先
生

ご
夫
妻
の
お
元
気
な
お
姿
を
大
変

嬉
し
く
…
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｓ
31
年
業
務
科
卒

兵
庫
県
尼
崎
市

粟
野
　
外
治

今
の
所
、
ま
ぁ
ま
ぁ
元
気
で
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。
役
員
の
皆
様
ご

苦
労
様
で
す
。

Ｓ
31
年
機
械
科
卒　

枚
方
市乾

　
勝

皆
様
お
元
気
で
す
か
。
私
も
何
と

か
ま
だ
働
い
て
い
ま
す
。

Ｓ
32
年
機
械
科
卒　

堺
市吉

原
　
成
起

い
つ
も
ご
案
内
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
卒
業
し
て
64
年
過

ぎ
82
才
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は

元
気
な
孫
と
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

同
級
生
も
他
界
さ
れ
淋
し
い
限
り

で
す
。
当
時
の
写
真
を
見
て
元
気

づ
け
ら
れ
て
い
る
今
日
今
頃
で
す
。

Ｓ
32
年
業
務
科
卒　

東
大
阪
市

森
本
　
勝
之

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
元

気
で
す
か
。
一
度
逢
い
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
33
年
機
械
科
卒

奈
良
県
奈
良
市

西
川
　
景
朗

毎
年
登
拝
し
て
い
る
大
峰
山
寺
開

扉
式
5
月
3
日
中
止
に
な
り
ま
し

た
。（
山
上
ヶ
岳
１
７
１
９
ｍ
）

昨
年
同
様
1
丁
3
反
の
稲
作
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
ま
と
め
登
録
台
数
10
台

隊
員
50
名
毎
月
計
画
報
告
作
成
、

配
布
、
警
察

へ
の
申
請
等
、

日
々
忙
し
く
、

動
い
て
お
り

ま
す
。

Ｓ
33
年
機
械
科
卒　

大
阪
市

道
上
　
武
男

片
岡
会
長
始
め
同
窓
会
役
員
の
皆

様
い
つ
も
乍
ら
ご
苦
労
様
で
す
。

Ｓ
33
年
業
務
科
卒

東
京
都
調
布
市

田
高
田
　
登
二

元
気
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
お
り
ま

す
。

く
ろ
が
ね
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

Ｓ
33
年
機
械
科
卒　

堺
市澗

随
　
貢
世

	

新
型
コ
ロ
ナ
騒
動
で
「
さ
ん
さ

ん
会
」
も
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

終
息
次
第
再
会
し
ま
す
。
各
位
、

ご
自
愛
下
さ
い
。

Ｓ
34
年
業
務
科
卒

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡

吉
田
　
繁
夫

	

く
ろ
が
ね
の
発
行
、
御
苦
労
様
で

す
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま

す
。
母
校
の
益
々
の
発
展
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

Ｓ
34
年
電
気
科
卒　

豊
中
市

佐
々
木
　
守

く
ろ
が
ね
発
行
ご
く
ろ
う
様
で
す
。

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
母
校

の
益
々
の
御
発
展
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

Ｓ
34
年
電
気
科
卒

千
葉
県
柏
市

山
口
　
次
男

毎
号
の
編
集
大
変
な
作
業
だ
と

思
い
ま
す
が
、
遠
方
の
私
に
と
っ

て
特
に
く
ろ
が
ね
が
楽
し
み
で
す
。

ま
た
再
び
こ
の
時
代
を
思
い
出
し
、

あ
り
が
た
い
で
す
。

Ｓ
35
年
土
木
科
卒　

高
槻
市

森
本
　
榮
三

金
婚
式
を
前
に
家
内
と
二
週
間
イ

タ
リ
ア
を
旅
し
ま
し
た
。
ゆ
っ
く

り
と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
お
陰

で
楽
し
い
旅
を
楽
し
め
ま
し
た
。

Ｓ
35
年
機
械
科
卒　

熊
本
県
宇
城
市

西
　
義
廣

大
阪
府
寝
屋
川
市
楠
根
町
の
自

宅
を
売
っ
て
息
子
が
住
ん
で
い
る
、

熊
本
県
に
引
越
し
ま
し
た
。

Ｓ
35
年
機
械
科
卒　

高
槻
市

中
川
　
比
呂
志

80
才
元
気
で
あ
れ
ば
来
年
も
よ
ろ

し
く
。

Ｓ
35
年
Ｍ
科
卒　

奈
良
県
生
駒
市

安
井
　
宏
一

	

交
通
文
化
の
育
成
に
〜
。
校
歌
を
想

い
う
か
べ
な
が
ら
、
当
時
の
心
境
に
。

Ｓ
35
年
業
務
科
卒

奈
良
県
生
駒
市

三
門
　
勇
治

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
頑
張
れ
。

Ｓ
35
年
機
械
科
卒

鳥
取
県
鳥
取
市

山
本
　
勝
紀

	

母
校
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
、
く

ろ
が
ね
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

人
間
も
社
会
も
当
時
と
良
く
変
っ

た
こ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
35
年
電
気
科
卒

大
阪
市
平
野
区
長
吉
永
原
西
4
丁
目

片
岡
　
満

寮
生
生
活
を
さ
れ
た
皆
様
方
、
お

元
気
で
し
た
ら
、
近
況
を
ご
連
絡

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☎
０
９
０
─
３
１
６
７
─
４
５
７
４

Ｓ
36
年
業
務
科
卒

京
都
府
久
世
郡

黒
田
　
健
一

10
名
程
に
な
り
ま
し
た
（
出
席

者
）
同
窓
会
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
延
期
に
な
り
そ

う
で
す
。
皆
は
愉
し
み
に
待
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
36
年
電
気
科
卒

新
潟
県
新
潟
市

安
田
　
俊
雄

	

「
く
ろ
が
ね
」
の
送
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
回
楽
し
く
拝

見
し
て
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の

発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｓ
37
年
業
務
科
卒　

兵
庫
県
三
田
市

小
林
　
茂

	

毎
年
「
く
ろ
が
ね
」
送
付
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｂ
─
３
の
皆

さ
ん
元
気
で
す
か
。
昨
年
、
杉
本

先
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
大

変
残
念
で
す
。
心
か
ら
お
悔
や
み

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
ん
な
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
37
年
土
木
科
卒

京
都
府
長
岡
京
市

中
澤
　
章

	

長
い
人
生
に
お
い
て
、
当
鉄
高
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
の
は
僅
か

3
年
間
で
し
た
が
、
「
追
想
に
ふ

け
る
」
折
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て

よ
い
程
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

有
り
難
う 

御
座
居
ま
し
た
。

Ｓ
37
年
土
木
科
卒　

泉
南
郡

佐
脇
　
修
學

今
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
４
ヶ
月
程

度
屋
外
サ
ー
ク
ル
も
自
粛
し
、
ス

ポ
ー
ツ
も
出
来
な
か
っ
た
為
身
体

も
な
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

このコーナーでは、会員のみなさんからの「メッ
セージ」をできるだけ多くいただけるよう願って
います。総会に出席できる方が限られていま
すので、「くろがね」紙面上に、欠席された方
の「メッセージ」を紹介し、交流を深めましょう。

「こんな話」など、投稿も大歓迎です。
　　　　　　　　　　（編集委員会）

北から
　南から

令和２年度
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Ｓ
37
年
機
械
科
卒

京
都
府
宇
治
市

前
川
　
勝
行

	

現
在
も
ゴ
ル
フ
好
き
の
元
気
な
ク

ラ
ス
仲
間
と
８
名
で
年
数
回
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

Ｓ
37
年
土
木
科
卒

兵
庫
県
宝
塚
市

森
田
　
康
正

こ
の
年
に
な
っ
て
、
毎
日
、
毎
日
コ

ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
明
け
く
れ
て
い

ま
す
。
小
学
生
一
年
の
孫
の
入
学

が
延
期
、
私
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
、

延
期
の
通
知
ば
か
り
で
す
。
そ
ん

な
中
で
令
和
元
年
5
月
〝
く
ろ
が

ね
〟
だ
け
は
キ
チ
ン
と
今
年
も
来

ま
し
た
。
ア
リ
ガ
ト
ウ
感
謝
で
す
。

Ｓ
38
年
商
業
科
卒　

大
阪
市

福
本
　
貞
夫

昭
和
38
年
、
商
業
科
卒
の
岩
井
君
、

小
西
君
、
連
絡
し
て
下
さ
い
。

Ｓ
38
年
機
械
科
卒　

吹
田
市

戸
梶
　
純
司

今
年
も
「
く
ろ
が
ね
」
を
ご
送

付
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
盛
り
沢
山
の
記
事
を
拝
読
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
母
校
の

益
々
の
発
展
と
同
窓
会
役
員
・
幹

事
の
皆
様
の
お
世
話
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

Ｓ
38
年
業
務
科
卒　

枚
方
市

中
村
　
秀
樹

	

「
く
ろ
が
ね
」
編
集
者
の
皆
様
毎

年
ご
苦
労
様
で
す
。
一
年
一
度
な
つ

か
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
ま

す
。

Ｓ
38
年
業
務
科
卒　

高
槻
市福

本
　
実

令
和
２
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
あ

ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
中
止
に
な
り
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
も
発
揮
で
き

ず
残
念
な
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
大
産
大
附
属
の
選
手
が
練
習

に
励
み
、
更
な
る
躍
進
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

Ｓ
39
年
機
械
科
卒　

三
重
県
津
市

梅
原
　
一
男

	

時
節
柄
、
役
員
の
皆
様
方
の
活
躍

を
祈
念
致
す
と
共
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

Ｓ
40
年
業
務
科
卒　

大
阪
市

白
井
　
喜
代
和

	

「
く
ろ
が
ね
」
の
送
付
有
難
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

Ｓ
40
年
電
気
科
卒

愛
知
県
豊
川
市

中
村
　
俊
彦

	

甲
子
園
夏
大
会
中
止
で
３
年
生
の

野
球
部
の
皆
様
、
今
後
も
産
大
附

属
校
精
神
を
忘
れ
ず
に
。

Ｓ
41
年
自
動
車
科
卒

兵
庫
県
加
古
川
市

原
田
　
重
雄

	

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

73
才
、
ま
だ
現
役
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

Ｓ
41
年
電
気
科
卒

兵
庫
県
伊
丹
市

南
村
　
吉
秀

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

「
く
ろ
が
ね
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
（
仕
事
）
に
。

Ｓ
42
年
土
木
建
築
科
卒

守
口
市

大
中
　
康
功

71
才
を
過
ぎ
シ
ル
バ
ー
人
材
に
登

録
を
行
い
、
ボ
チ
ボ
チ
作
業
を
受

託
し
て
い
ま
す
。
元
気
で
す
。

Ｓ
44
年
普
通
科
卒　

八
尾
市

福
岡
　
雄
太
郎

孫
に
せ
が
ま
れ
て
1
号
機
関
車
か

ら
カ
シ
オ
ペ
ア
ま
で
の
Ｈ
Ｏ
鉄
道
模

型
を
順
次
揃
え
て
い
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
44
年
機
械
科
卒　

守
口
市

久
富
　
明
雄

44
年
機
械
科
3
組
森
本
学
級
を

卒
業
し
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
み
ん

な
、
月
日
の
経
つ
の
が
早
い
も
の
で
、

我
々
も
「
古
希
」
を
過
ぎ
、
青
春

時
代
か
ら
今
は
、
老
春
時
代
の
ど

真
ん
中
。
か
つ
て
の
仲
間
た
ち
は
、

み
ん
な
元
気
に
し
て
い
る
の
か
な

と
、
遠
い
遠
い
昔
の
高
校
生
活
を

思
い
浮
か
べ
て
い
ま
す
。
森
本
先

生
も
お
元
気
に
し
て
い
る
か
な
…
。

私
は
、
少
年
野
球
の
球
拾
い
を
し

て
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
白
球
を

追
い
か
け
る
「
野
球
老
人
」
と
し

て
、
元
気
一
杯
グ
ラ
ン
ド
を
軽
快
に

ヨ
タ
ヨ
タ
と
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
な
「
偉
大
な
る

平
凡
人
た
れ
」
で
あ
り
た
い
で
す
。

Ｓ
45
年
機
械
科
卒

三
重
県
名
張
市

江
南
　
利
秋

	

毎
日
、
百
姓
を
、
行
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
48
年
Ｃ
科
卒　

貝
塚
市三

宅
　
文
夫

	

い
つ
も
「
く
ろ
が
ね
」
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
48
年
卒
の
方
、

も
っ
と
近
況
報
告
お
願
い
し
ま
す
。

「
産
大
高
・
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭

り
」
大
好
き
で
す
。

Ｓ
48
年
機
械
科
卒　

豊
中
市

半
渡
　
幸
夫

現
在
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
現
役

で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
50
年
機
械
科
卒　

大
阪
市	

	

土
岐
　
恭
生

大
阪
市
会
議
員
４
期
目
と
し
て
働

か
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

Ｓ
51
年
電
気
科
卒　

高
槻
市

池
永
　
雅
昭

	

シ
ニ
ア
社
員
卒
業
ま
で
あ
と
一
年

に
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
52
年
普
通
科
卒　

大
阪
市

木
村
　
庄
一

	

町
会
の
災
害
リ
ー
ダ
ー
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
し
ば
ら
く
は
休

み
で
す
。

Ｓ
53
年
電
気
科
卒

奈
良
県
生
駒
市

森
　
文
彦

本
年
で
定
年
を
む
か
え
、
今
と

な
っ
て
御
世
話
に
な
っ
た
担
任
の

鈴
木
博
先
生
、
竹
内
教
頭
先
生
を

な
つ
か
し
く
思
い
ま
す
。

Ｓ
54
年
商
業
科
卒

東
京
都
国
分
寺
市

上
出
　
昇
栄

	

「
く
ろ
が
ね
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

Ｓ
56
年
土
木
科
卒　

泉
佐
野
市

匿
名
希
望

恩
師
の
先
生
方
、
御
元
気
で
し
ょ

う
か
。
気
が
つ
け
ば
、
50
代
最
後

の
年
、
卒
業
後
の
年
月
が
、
超
ス

ピ
ー
ド
で
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
就
業
か

ら
退
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
本
当

に
苦
し
い
世
間
に
な
り
ま
し
た
ね
。

一
日
も
早
く
、
も
っ
と
住
み
よ
い
世

の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
母

校
の
御
発
展
を
御
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｓ
57
年
商
業
科
卒　

堺
市

小
島
　
総
一
郎

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
大
変
で

す
が
頑
張
り
ま
す
。

Ｓ
60
年
電
気
科
卒　

大
阪
市

西
田
　
文
彦

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
同
窓
会
事

務
局
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
尽
力

を
頂
き
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
「
く

ろ
が
ね
」
を
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
感
謝
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

在
校
生
共
々
一
致
団
結
し
、
こ
の

苦
難
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
61
年
電
気
科
卒　

高
石
市小

池
　
保

	

２
０
１
８
年
5
月
5
日
に
、
や
っ

と
結
婚
し
ま
し
た
。
２
年
経
ち
ま

し
た
が
、
仲
よ
く
暮
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
じ

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
63
年
普
通
科
卒　

東
大
阪
市

岡
村
　
和
彦

毎
年
「
く
ろ
が
ね
」
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
同
窓
会
の
発
展
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。

Ｈ
14
年
普
通
科
卒　

吹
田
市田

原
　
憲

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｈ
20
年
普
通
科
（
特
進
）
卒

兵
庫
県
芦
屋
市

片
本
　
裕

長
男
が
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
産
大
附
属
高
等
学
校
教
諭

片
本　

ゆ
か
り

Ｈ
24
普
通
科
進
学　

大
阪
市

石
島
　
大
弐

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

夢
は
少
し
中
断
。
あ
せ
ら
ず
、
あ

わ
て
ず
、
希
望
を
も
っ
て
前
進
し

ま
す
。

訃 報
（敬称略）

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

原
文
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、

誤
字
や
脱
字
の
あ
る
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｓ
10　

清
原　

隆
雄

Ｓ
12　

扇
田　

光
雄

Ｓ
14　

坂
根　
　

清

Ｓ
15　

西
川　
　

宏

Ｓ
16　

佐
藤　
　

孝

Ｓ
17　

山
岸　
　

茂

Ｓ
17　

中
村　
　

潔

Ｓ
17　

中
村
喜
久
男

Ｓ
18　

岡
本
喜
太
郎

Ｓ
18　

久
保　

定
男

Ｓ
19　

金
田　

叡
典

Ｓ
20　

岡
川　

晴
美

Ｓ
20　

勝
見　

誠
一

Ｓ
21　

溝
川　

和
己

Ｓ
23　

辻
本
慎
太
郎

Ｓ
23　

細
川　
　

力

Ｓ
23　

森　
　

健
容

Ｓ
23　

萩
野　

茂
一

Ｓ
24　

目
取　

興
善

Ｓ
24　

近
藤　

明
美

Ｓ
26　

堀
江　

治
之

Ｓ
27　

松
下　

忠
男

Ｓ
31　

鞍
谷　

進
一

Ｓ
31　

門
脇　

征
雄

Ｓ
32　

増
井　
　

清

Ｓ
32　

中
西　

征
二

Ｓ
32　

保
元　

忠
義

Ｓ
33　

立
田　

次
郎

Ｓ
33　

三
谷　

信
幸

Ｓ
34　

飯
田　
　

明

Ｓ
34　

小
川　

誠
一

Ｓ
34　

井
本　

好
紀

Ｓ
34　

高
田　

光
義

Ｓ
34　

志　
　

清
次

Ｓ
35　

石
塚　

孝
信

Ｓ
35　

小
川　
　

浩

Ｓ
35　

竹
安　

忠
次

Ｓ
36　

神
尾　

直
孝

Ｓ
36　

秋
山　

英
一

Ｓ
36　

上
田　

数
明

Ｓ
37　

澤
田　

忠
俊

Ｓ
38　

前
田　

和
也

Ｓ
40　

中
尾　

憲
三

Ｓ
41　

谷
口　

正
彦

Ｓ
41　

玉
岡　

憲
三

Ｓ
41　

南　

善
太
郎

Ｓ
41　

山
田　

純
男

Ｓ
41　

森
蔭　

元
一

Ｓ
41　

佐
藤　

通
晃

Ｓ
41　

吉
岡　

正
幸

Ｓ
42　

川
端　

正
樹

Ｓ
42　

橋
本　

哲
男

Ｓ
44　

田
村　
　

修

Ｓ
44　

棚
野　

幸
憲

Ｓ
44　

大
西　

純
二

Ｓ
46　

辻
本　
　

薫

Ｓ
47　

寺
内　

正
年

Ｓ
48　

大
野　
　

強

Ｓ
52　

村
串　

昌
孝

Ｓ
52　

堀　
　
　

潔

Ｓ
52　

寺
尾　
　

進

Ｓ
55　

石
堂　

俊
昭

Ｓ
55　

淀
井　

利
恒

Ｓ
56　

奥
林　

康
行

Ｓ
56　

岸
田　

寿
一

Ｓ
61　

松
本
弘
一
郎

Ｈ
７　

曽
我　

功
一

く
ろ
が
ね
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35.
Ｂ
２ 
食
事
会

　

上
田
会
は
、
開
催
し
て
２
０
０
回
目
が
令
和
元

年
９
月
29
日
・
世
間
の
風
潮
で
云
わ
れ
る
「
肉
の

日
」
に
体
力
を
就
け
よ
う
と
、
意
気
揚
々
と
一
同

が
美
味
し
い
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
10

月
に
は
我
が
校
の
同
窓
会
室
開
設
に
伴
い
、
集
合

は
母
校
を
訪
れ
、
学
校
の
様
子
を
見
て
35
年
卒
業

当
時
と
比
較
し
て
、
近
代
化
さ
れ
た
校
舎
・
テ
レ

ビ
や
空
調
設
備
等
新
し
い
環
境
の
下
で
学
習
効
果

が
得
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
11
月
は
梅
田

「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
界
隈
で
食
事
、
12
月

は
「
白
鹿
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
」
で
美
味
し
い
新
酒
を

所
望
し
て
こ
の
年
が
暮
れ
ま
し
た
。
明
け
て
令
和

２
年
１
月
に
梅
田
の
「
が
ん
こ
」
で
楽
し
い
食
事

会
が
出
来
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
そ
の
後
に
公
開
さ
れ
て
、
予
防
対
策
と
し
て
、

特
に
高
齢
者
の
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
中
で

暗
黙
の
了
解
の
様
に
申
し
合
わ
せ
て
自
粛
し
な
が

ら
の
食
事
会
は
開
催
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
９
月
頃
か
ら
少
し
予
防
効
果
が
あ
る
よ
う
な

気
配
で
し
た
の
で
、
10
月
に
２
０
５
回
目
の
食
事

会
を
梅
田
界
隈
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、お
店
も
、店
内
の
清
潔
管
理
・
フ
ェ

ス
シ
ー
ル
ド
に
よ
る
感
染
予
防
を
徹
底
さ
れ
な
が

ら
の
衛
生
管
理
に
気
配
り
を
さ
れ
て
い
た
お
蔭
で

快
く
会
食
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
メ
ン

バ
ー
で
、
誕
生
月
の
人
が
居
り
ま
し
た
の
で
皆
で

79
歳
を
祝
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
出
来
事
と
、

世
界
流
行
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
食
事
会
が
出
来
ま

し
た
事
は
感
極
ま
る
思
い
出
と
な
る
と
共
に
、
記

念
す
べ
き
35.
Ｂ
２
同
窓
会
で
あ
っ
た
と
喜
ん
で
い

ま
す
。

ク
ラ
ス
会

同

期

会

ひと
り
言

昭
和
51
年
電
気
科
卒　

杉
本 

正
之

　

昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
全
世
界
で
猛
威

を
振
る
い
国
内
に
お
い
て
も
感
染
者
が
日
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
中

で
、色
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
等
が
あ

り
、我
が
同
窓
会
総
会
も
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。１
年
に

一
度
の
総
会
で
あ
り
ま
す
が
、皆
様
の
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
中
で
同
窓
会

機
関
誌「
く
ろ
が
ね
」も
来
年
創
刊
50
号
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
も
卒
業
生
の
皆
様
方
が
母
校
の
こ
と
を
い
つ
ま

で
も
想
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
と
共
に
、長
年
に
亘

り
携
わ
れ
て
来
た
役
員
、幹
事
様
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、今
の
同
窓
会
は
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、若
い
人
も
同
窓
会

に
参
加
し
て
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。こ
れ
か
ら
も
母
校

の
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
偉
大
な
る
平
凡
人
た

れ
」を
引
き
継
い
で
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

社長会（桐花会）のみなさま、
コロナに負けず頑張っておられことと存じ上げます。

社長会はコロナに席をゆずっていますが、
いつまでも続かないと思っております。

コロナ禍が終息しましたら、
社長会のご案内をさせていただきますので、

しばらくお待ちください。

桐花会会長：一貫坂 彰　090-3269-8455
　　副会長：片岡　 満　090-3167-4574
　　副会長：田中 一夫　090-2385-0689

　来年の「くろがね50号」から、
過去の懐かしい「くろがね1号」
より順次ダイジェスト版を掲載
していきます。お楽しみに！

社長会からのMessageメッセージ

く
ろ
が
ね

く
ろ
が
ねくろがね

く
ろ
が
ねくろがね

く
ろ
が
ね

く
ろ
が
ね

く
ろ
が
ね

く
ろ
が
ね
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自転車に乗る時は
　安全運転を
　　心がけよう

https://www.houbun-sha.co.jp

Total Printing Company

少林寺
拳法部

少林寺拳法部顧問の河原章二です。私は、当時の1985年度に大
阪産業大学附属高等学校に入学。少林寺拳法部に入部し汗を流し
た一員です。当時の少林寺拳法部は「全国優勝」を目標に、前大阪
桐蔭中学校高等学校校長でした、小野研一先生の厳しい練習に耐
え、インターハイの前身である全国高校大会で４位入賞いたしました。
後輩でもある現在の部員には「高みを目指し日々努力する」よう話を
しています。今では、インターハイや全国高等学校選抜大会におい
て、常に上位をとれる「強豪校」に成長してくれました。ただし、少林
寺拳法は競技中心ではなく「人づくり」を目的とし、日々の練習の中
で他人を思いやる気持ちや優しさを養い、心と身体を鍛え充実した
高校生活を過ごせるよう指導しております。コロナ禍で思うような練
習が出来ていませんが、全国優勝を目標にこれからも頑張っていきま
すので、応援よろしくお願いいたします。

私は、平成30年４月に大阪産業大学附属高等学校に入学し少林寺
拳法部に入部しました。１年生のインターハイでは単独で２位入賞・全
国選抜大会では玉井良侑君との組演武で２位に入賞することが出来
ました。２年生のインターハイでは単独で優勝することが出来ました。こ
れも、河原先生の厳しい指導のおかげであると感謝しております。
卒業後は明治大学に進学し、全日本学生大会で優勝・日本一になるこ
とを目指し修練に励みます。これからはOBとして大阪産業大学附属高
等学校少林寺拳法部を応援していきます。

私は、小学校１年生の時に、河原先生の道場に通い始め少林寺拳法
を始めました。小学生の頃は、稽古がしたくて奈良県大会が近づいてく
ると他の道場にも出かけ稽古をさせてもらいました。もちろん、少林寺拳
法が好きで稽古をしていたのですが、河原先生の厳しいご指導につい
ていくために、必死で稽古をしていたことをよく覚えています。その結果６
年生の時、日本武道館で実施された全日本少年少女錬成大会で最
優秀賞を受賞することが出来ました。中学校になっても河原先生から
ご指導を受けたいと思い大阪産業大学附属中学校に進学しました。
中学校では全国中学生大会5位入賞。高等学校では全国選抜大会
で小田翔君との組演武で2位に入賞するなど好成績を納めることが出
来ました。4月からは同志社大学に進学しますが、全日本学生大会で優
勝することを目指し、より一層精進していきたいと考えています。
私は、小学校から今まで河原先生にお世話になってきました。このよう
に「縁」に恵まれてこの大阪産業大学附属中学校・高等学校に入学し
少林寺拳法を続けることができたことに感謝の気持ちでいっぱいです。
これからも少林寺拳法部を応援よろしくお願いします。

明治大学商学部進学

令和２年度卒業生　小田 翔

同志社大学スポーツ健康学部進学

令和２年度卒業生　玉井 良侑

昭和62年度卒業生

顧問　河原 章二

全国中学生大会 第5位入賞
全国高等学校少林寺拳法選抜大会 第2位入賞

平成30年度インターハイ 第2位入賞
令和元年度インターハイ 優勝
全国高等学校少林寺拳法選抜大会 第2位入賞

左から、小田 翔、玉井 良侑　

小田 翔

American Football
Club

アメリカンフットボール部

中学生に体験会開催!!体験会開催
　2020年12月6日（日）大阪産業大学附属高等学校グランドにて、アメリカンフットボール部の魅力を、多くの皆さんに知って戴く目的で、

地域の中学生を対象にアメリカンフットボールの体験会を開催致しましたところ、タッチフットボール選手・フラッグフットボール選手・未経験

の中学生も含めて、約30名の参加者に集まって戴きました。

　コロナ禍での開催という事で、安心・安全を最優先に検温・消毒を含めて、徹底した環境下で取り

組み実施致しました。体験会では日本代表コーチの武田コーチが、練習メニューを綿密に構築してく

れましたおかげで、短時間で球技の技術や行動を伝える為に腐心して体験会は約1時間で纏めまし

た。経験者も未経験者にも分かりやすく、楽しく、

取り組んで戴けたと思います。

　体験会終了後、参加して戴いた生徒達にヒアリ

ングをさせて戴きましたが、殆どの生徒が「次回も是非参加したい」と嬉しい声を聴かせ

てくれました。実際にグランドで体を動かし体験して戴くことが、アメフトの楽しさである

ことを知って戴ける唯一のベストな方法であったと改めて感じました。

　次回も開催を予定していますので、皆さん是非ご参加ください。今後も引続き、大阪産

業大学附属高等学校アメリカンフットボール部の魅力を発信し続けたいと思います。
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

▼
部
員
数
：
45
名

▼
主
将
：
鳥
越　

陸

▼
ポ
リ
シ
ー
：
礼
儀
正
し
く

　

私
た
ち
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
、
毎
日
活
動

し
て
い
ま
す
。
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
力
を
高
め
、
基
礎
を

も
と
に
チ
ー
ム
力
を
向
上

さ
せ
て
勝
利
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

夏
と
冬
に
強
化
合
宿
を
行

い
、
普
段
の
練
習
不
足
を

補
完
す
る
た
め
に
Ｏ
Ｂ
と

の
交
流
の
場
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
感

染
対
策
が
充
分
に
取
れ
な

い
の
で
実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
主
な
活
動

・�

令
和
元
年
度　

第
67
回 

大
阪
高
等
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大

会
《
西
地
区
大
会
》

　

男
子　

３
回
戦　

進
出	

　

女
子　

１
回
戦　

敗
退

・�

第
74
回
大
阪
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

中
止

・�

第
71
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会　

 

選
考
会	

・�

第
72
回
大
阪
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会　

 

1
次
予
選

　

男
子　

３
回
戦　

進
出			




　

女
子　

１
回
戦　

敗
退		



・�

第
66
回　

大
阪
私
立
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　

中
止

水
泳
部(

競
泳
・
水
球)

▼
部
員
数
：
36
名

▼
創
部
年
：
１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）

▼
部
長
：
本
間 

大
揮

▼
ポ
リ
シ
ー
：
勝
て
る
チ
ー
ム
作
り

　

水
泳
部
は
現
在
高

校
生
36
名
、
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
野
外

プ
ー
ル
の
為
、
プ
ー

ル
で
の
練
習
は
5
月

～
9
月
ま
で
と
な

り
、
そ
れ
以
外
は
郊

外
の
屋
内
プ
ー
ル
で

練
習
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
等
で
体
幹
・

バ
ラ
ン
ス
を
鍛
え
て

い
ま
す
。
水
泳
経
験

者
ば
か
り
で
な
く
、

高
校
か
ら
始
め
た
部

員
も
多
く
、
技
術
や

記
録
を
伸
ば
す
こ
と

に
日
々
励
ん
で
い
ま

す
。
水
球
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
競
泳
と

水
球
と
分
け
て
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

水
球
は
毎
週
月
曜

日
に
、
な
み
は
や

ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ロ
ク

ラ
ブ
に
て
、
本
格
的
な
基
礎
練
習
、
実
践
を
し
て
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
磨
き
な
が
ら
技
術
を
磨
い
て

い
ま
す
。
目
標
は
競
泳
・
水
球
共
に
近
畿
大
会

出
場
で
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
影
響
で
様
々
な
大

会
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
競
泳
は
5
名
の

メ
ン
バ
ー
が
近
畿
新
人
大
会
に
出
場
、
水
泳
は

大
阪
2
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

▼
主
な
活
動

５
月　

�

近
畿
私
学
大
会
（
競
泳
）・
な
み
は
や
ゴ
ー

ル
デ
ン
カ
ッ
プ
（
水
球
）

６
月　

�

高
校
総
体
（
地
区
大
会
・
中
央
大
会
）（
競

泳
）・
高
校
総
体（
大
阪
地
区
予
選
）（
水
球
）

７
月　

大
阪
高
校
対
抗
大
会
（
競
泳
）		



８
月　

大
阪
私
学
大
会
（
競
泳
）			



９
月　

大
阪
新
人
大
会
（
競
泳
・
水
球
）		



１
月　

な
み
は
や
カ
ッ
プ
（
水
球
）		



【
競
泳
部
門
】

近
畿
新
人
大
会
出
場 :

・
男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

岩
瀧
晃
平

・�

50
ｍ
平
泳　

縄
田
恵
斗

・
50
ｍ
背
泳　

田
中
健
登

・�

２
０
０
ｍ
Ｒ
・
メ
ド
レ
ー
Ｒ
（
田
中
健
登
・

岩
瀧
晃
平
・
下
村
康
晴
・
内
堀
壮
地
）

【
水
球
部
門
】

大
阪
新
人
大
会　

準
優
勝

ゴ
ル
フ
部

▼
部
員
数
：
21
名

▼
創
部
年
：
1
9
5
0
年

▼
代
表
者
：
猪
口 

大
我
（
普
通
科
2
年
）

▼�

ポ
リ
シ
ー
（
目
標
）：
全
国
大
会
出
場
を
目
標

に
努
力
を
継
続
す
る

　

ゴ
ル
フ
の
基
本
で

あ
る
マ
ナ
ー
や
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
身
に
付
け
、

礼
儀
正
し
く
誠
実
に

競
技
に
臨
む
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
々
の
練
習

の
中
で
も
、
常
に
他

者
を
敬
う
姿
勢
を
忘

れ
ず
に
取
り
組
む
こ

と
で
競
技
面
の
向
上

だ
け
で
な
く
、
人
間

的
な
成
長
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度

も
男
女
と
も
に
関
西
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
在
校
生
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
す
が
周
囲
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て

こ
そ
の
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
築
き
、
守
っ

て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
在
校
生
が
引
き
継
ぎ
更
な

る
高
み
を
目
指
し
て
努
力
を
惜
し
ま
ず
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
年
間
の
活
動		


・�
全
国
高
等
学
校
・
中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
特

別
大
会
団
体
戦　

関
西
決
勝
大
会 

9
位

・�

関
西
高
等
学
校
・
中
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
決

勝
大
会　

男
女
共
に
出
場

自
転
車
競
技
部

▼
部
員
数
：
２
名

▼
創
部
年
：
１
９
７
３
年

▼
主
将
名
：
矢
萩 

悠
也
（
３
年
普
通
科
特
進
コ
ー
ス
）

▼�

ポ
リ
シ
ー
：「
す
ぐ
や
る
・
必
ず
や
る
・
で
き

る
ま
で
や
る
」

　

大
阪
府
大
会
や
近
畿
大
会
で
の
優
勝
は
多
数

あ
り
、
全
国
高
校
総
体

や
全
国
選
抜
大
会
に
も

毎
年
の
よ
う
に
出
場

し
、
数
年
に
一
度
は
ベ

ス
ト
８
入
り
す
る
競
技

成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー

は
「
す
ぐ
や
る
・
必
ず

や
る
・
で
き
る
ま
で
や

る
」
で
あ
り
、
こ
れ
を

日
々
部
員
た
ち
が
練
習

に
生
か
す
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
自
主
性

を
育
て
る
た
め
に
、
自

分
で
考
え
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
練
習
の
振
り
返

り
も
重
視
し
て
お
り
、

他
校
と
の
合
同
練
習
も

積
極
的
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。
部
員
数
は
少
な

い
で
す
が
、
技
術
や
能

力
の
向
上
と
共
に
人
間

性
の
成
長
を
期
待
し
、

卒
業
式
の
日
に
、
自
転

車
競
技
に
打
ち
込
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
部
活
動
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

▼
主
な
活
動

平
日
：
室
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
北
摂
ロ
ー
ド
練
習

週
末
：�

関
西
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

の
バ
ン
ク
練
習
や
ロ
ー
ド
練
習

・
近
畿
地
域
自
転
車
競
技
選
手
権　

３
位

・
全
国
高
校
選
抜
大
会　

出
場

・
第
１
回
東
近
江
ク
リ
テ
リ
ウ
ム　

優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

▼
部
員
数
：
50
名

▼
主
将
：
松
﨑 

優
斗

▼
ポ
リ
シ
ー
：
各
自

４
回
戦
突
破
!!

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

で
は
50
名
が
在
籍
し

み
ん
な
刺
激
し
合
っ

て
い
ま
す
。
競
技
と

し
て
行
う
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
は
、
速
い
時
で

時
速
１
０
０
キ
ロ
を

超
え
る
シ
ャ
ト
ル
を

打
ち
合
い
、
時
に
は

微
妙
な
判
定
で
勝
敗

を
決
め
ま
す
。
上
級

生
ら
の
指
導
の
も
と
、

初
心
者
で
も
約
2
ヶ

月
で
試
合
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

選
手
達
は
切
磋
琢
磨

し
、
よ
り
強
く
な
れ

る
よ
う
に
レ
ベ
ル
Ｕ

Ｐ
を
目
指
し
て
毎
日

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
実

戦
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
男
女
が
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
強
く
な
っ
て
、
よ
り
多
く
の
試
合

で
勝
ち
進
ん
で
行
く
の
が
目
標
で
す
。	

▼
主
な
活
動
内
容	

・�

第
75
回
大
阪
高
等
学
校
夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
会　

7
・
8
月

・�

第
68
回
大
阪
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会　

1
・
2
月

吹
奏
楽
部

▼
部
員
数
：
40
名

▼
ポ
リ
シ
ー
：
楽
し
ん
で
る
ヤ
ツ
が
一
番
強
い
‼︎

　

私
達
は
聴
い
て
下

さ
っ
て
い
る
人
が
楽
し

く
、
幸
せ
に
な
れ
る
よ

う
な
演
奏
を
目
指
し
て

日
々
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

演
奏
会
が
全
く
無
い

中
、
大
阪
城
ホ
ー
ル
で

の
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
出
場
さ
せ

て
い
た
だ
き
部
員
一
同

と
て
も
良
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
大
阪
産
業
大
学
附
属
高
等
学
校
第

二
回
定
期
演
奏
会
を
行
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
も
ホ
ー
ル
が
満
席
に

な
り
と
て
も
賑
わ
っ
た
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
数
も
だ
ん
だ
ん
と
増
え
、
全
員
で
団
結
し
、

力
を
合
わ
せ
、
音
楽
を
楽
し
む
気
持
ち
や
た
く

さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
思
い

を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

剣
道
部

▼
部
員
数
：
10
名

▼
代
表
者
：
森
本 

虹

▼
ポ
リ
シ
ー
：
文
武
両
道

　

剣
道
人
口
が
老
若
男
女
問

わ
ず
減
少
す
る
中
、
本
校
の

剣
道
部
も
そ
の
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
現
在
、
男
子
８

名
女
子
２
名
の
人
数
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
文
武
両
道
を
モ
ッ
ト
ー

に
掲
げ
、
10
名
中
、
８
名
が
本
校
特
進
コ
ー
ス
に

所
属
し
て
お
り
勉
強
も
剣
道
も
全
集
中
し
て
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
は
特
筆
出
来
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

公
式
戦
で
実
力
を
発
揮
し
て
ひ
と
つ
で
も
勝
利
す

る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
る
彼
ら
で
す
が
、

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
う
け
て
、
練
習
も
試
合

も
大
き
く
制
限
さ
れ
る
中
、
そ
れ
で
も
秋
に
は
団

体
戦
で
２
回
戦
ま
で
進
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
剣
道
を
通
し
て
得
ら
れ
る
事
を
そ
れ

ぞ
れ
の
高
校
生
活
ま
た
は
、
今
後
の
人
生
に
大
い

に
生
か
せ
る
こ
と
が
出
来
た
!
と
言
え
る
ク
ラ
ブ

活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▼�

主
な
活
動

・
６
月　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

・
10
月　

大
阪
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

・
１
月　

大
阪
高
等
学
校
剣
道
新
人
大
会

・
４
月　

大
阪
高
等
学
校
私
学
大
会

E
・
S
・
S
・
部

▼
部
員
数
：
4
名

▼
創
部
年
：（
少
な
く
と
も
20
年
前
、
25
年
前
か
）

▼
キ
ャ
プ
テ
ン
：
大
前 

海
斗	

▼�

ポ
リ
シ
ー
：
楽
し
み
な
が
ら
、
よ
り
高
い
英

語
力
を
一
緒
に
め
ざ
そ
う
!!	

　

私
達
Ｅ
・
Ｓ
・
Ｓ
・

部
は
、
英
語
が
得
意
、

あ
る
い
は
好
き
な
メ
ン

バ
ー
の
集
ま
り
で
す
。

加
え
て
、
海
外
へ
の

関
心
が
極
め
て
高
い
。

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ

な
「
始
め
て
」
を
沢
山

経
験
し
て
下
さ
い
。

　

主
な
活
動
は
、
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
取
り
組
み
、
英
検
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
な
ど
に
向

け
て
の
学
習
・
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
の
会
話
力
向

上
・
文
化
祭
へ
の
参

加
・
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
で
は
、
時

間
や
ス
コ
ア
を
競
い
、

か
な
り
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
す
。
当
然
、

オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
で
、
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
の
準
備
や
、

外
部
試
験
の
準
備
に
取

り
組
み
、
主
に
海
外
の

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
単

語
力
、
会
話
力
を
伸

ば
し
て
い
ま
す
。
私
達
と
一
緒
に
Ｅ
・
Ｓ
・
Ｓ
・

部
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

来
年
度
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
２
Ｇ
３ 

安
原 

慶
四

郎
君
、
部
員
は
２
名
の
予
定
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

▼
部
員
数
：
１
１
０
名

　

「Leonforte

（
レ
オ

ン
フ
ォ
ル
テ
）
強
い
ラ
イ

オ
ン
」
と
い
う
ロ
ゴ
を

胸
に
付
け
、
毎
日
人
工

芝
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

監
督
や
コ
ー
チ
の
指
導

の
も
と
、
人
間
形
成
に

努
め
誇
り
あ
る
サ
ッ
カ
ー

選
手
育
成
と
、
全
国
大

会
出
場
を
目
指
し
日
々

１
０
０
％
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

たのしいクラブ
在校生のみなさんの活躍ぶりを、
クラブ活動を通してレポートしていただきました。

在校生のみなさんからの
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卓
球
部

▼
部
員
数
：
19
名

▼
主
将
：
橋
本 

宗
太
郎

▼�

ポ
リ
シ
ー
：
ク
ラ
ブ
も
勉
強
も
ベ
ス
ト
を
つ
く
す

　

卓
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
が

ど
う
や
っ
て
誕
生
し
た
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？
卓
球
は

英
語
で
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
と

言
い
ま
す
。
雨
が
降
っ
て
も

テ
ニ
ス
が
し
た
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
室
内
で
で
き
る
卓

球
が
誕
生
し
ま
し
た
。
卓
球

は
た
だ
打
ち
返
せ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
ど
ん

な
回
転
が
か
か
っ
て
い
る
の

か
を
瞬
時
に
判
断
し
て
対
応

し
ま
す
。
頭
と
体
を
同
時
に

使
う
と
こ
ろ
が
面
白
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
一
回
の
試
合

で
１
、０
０
０
人
近
く
の
選

手
が
出
場
し
ま
す
。
な
か
な

か
ベ
ス
ト
64
や
32
に
入
る
こ

と
さ
え
大
変
で
す
。

　

み
ん
な
大
会
で
少
し
で
も
上
位
に
上
が
れ
る

よ
う
に
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

▼�

年
間
の
試
合

・�

大
阪
64
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

・�

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
予
選

・�

1
年
生
大
会

・�

大
阪
高
校
選
手
権
大
会

　

（
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
・
チ
ー
ム
）

・�

大
阪
高
校
新
人
大
会

　

（
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
・
チ
ー
ム
）

・�

大
阪
高
校
総
体

・�

大
阪
高
校
私
学
大
会

・�

全
国
選
抜
シ
ン
グ
ル
ス
予
選

女
子
ダ
ン
ス
部

▼
部
員
数
：
23
名
（�

１
年
６
名
、
２
年
13
名
、

３
年
４
名
）

▼
創
部
年
：
２
０
０
９
年

▼�

代
表
者
：
キ
ャ
プ
テ
ン 

岡
本 

雪
乃
（
国
際
科
２
年
）

▼�

ポ
リ
シ
ー
：
大
会
に
向
け
て
目
標
を
高
く
持

ち
、
部
員
全
員
で
良
い
作
品
に
す
る

　

私
た
ち
女
子
ダ
ン
ス
部

は
、
大
会
に
向
け
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
部

員
一
人
ひ
と
り
が
意
見
を

出
し
合
い
一
つ
の
作
品
を

作
り
上
げ
て
い
ま
す
。
よ

り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う

創
意
工
夫
し
、
見
て
く
だ

さ
る
方
々
に
感
動
を
与
え

ら
れ
る
作
品
を
踊
れ
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容

　

高
校
生
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
選
手
権　

出
場

　

岸
和
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
デ
ー　

出
場

　

高
校
生
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト　

出
場

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

▼
部
員
数
：
15
名

▼
創
部
年
：
２
０
０
７
年

▼
主
将
：
筒
井 

莉
子
（
２
学
年　

G
科
）

▼
ポ
リ
シ
ー
：
元
気
・
勇
気
・
笑
顔

　

私
達
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
は
、
イ

ベ
ン
ト
・
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
応
援
・
チ
ア
の
競

技
大
会
に
出
場
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、

６
月
ま
で
の
自
粛
期

間
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

活
動
し
、
沢
山
の
動

画
を
作
成
し
て
チ
ー

ム
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
投
稿
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
緒
に
活
動

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
初
め
て
の
イ
ベ

ン
ト
は
卒
業
生
の
方
が
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ

た
寝
屋
川
倫
理
法
人
会
の
20
周
年
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
感
染
対
策
も
し
っ
か
り
し
て
く
だ
っ
て
、

人
前
で
演
技
出
来
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
９
月
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
応
援
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
11
月
に
は
関
西
大
会
、JA

PA
N
CU
P

が

行
わ
れ
、
関
西
大
会
で
は
Ａ
チ
ー
ム
Ｂ
チ
ー
ム

共
に
３
位
、JA

PA
N
CU
P

で
は
Ａ
チ
ー
ム
が
８

位
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
６
位
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
練
習
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
や
応
援
、
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
全
て
の
こ
と
が
あ
り
が
た
く
、

部
員
全
員
が
感
謝
し
な
が
ら
活
動
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
１
月
に
は
全
日
本
高
等
学
校
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手
権
が
あ
り
、
こ
の
大
会
で

３
年
生
は
最
後
に
な
る
の
で
、
悔
い
の
な
い
よ

う
に
演
技
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

自
分
た
ち
に
今
出
来
る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

▼�

主
な
活
動

・
第
29
回
関
西
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

　

D
IV
ISIO

N
.1  

第
３
位

　

D
IV
ISIO

N
.2  

第
２
位

・�JA
PA
N
CU
P

２
０
２
０
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

　

日
本
選
手
権
大
会

　

D
IV
ISIO

N
.1  

第
８
位

　

D
IV
ISIO

N
.2  

第
６
位

・
寝
屋
川
倫
理
法
人
会
20
周
年
イ
ベ
ン
ト

・
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
応
援

演
劇
部

▼
部
員
数
：
11
名

▼
創
部
年
：
1
9
9
8
年
（
平
成
10
年
）

▼
部
長
：
松
浦 

虎
太
郎

▼�

抱
負
・
目
標
：「
見
て
い
る
人
を
楽
し
ま
せ
る
演
劇
」

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ

て
い
る
Ｈ
Ｐ
Ｆ
演
劇
祭
（
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
プ
レ
イ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
）
が
中
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
演
劇
祭
を
高
校

生
活
最
後
の
舞
台
に
す
る
と

決
め
て
部
活
に
励
ん
で
き
た

３
年
生
部
員
に
と
っ
て
、
中

止
の
連
絡
は
本
当
に
残
念
で

し
た
。
し
か
し
、
秋
の
大
会

は
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
を
着
用
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
対

策
を
取
り
な
が
ら
の
大
会
は

慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し

た
が
、
部
員
た
ち
の
演
劇
が

し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
が

一
つ
と
な
り
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
発
表
の
場
が
あ
る
こ
と

は
当
た
り
前
で
は
な
く
、
と
て
も
有
難
い
こ
と

な
の
だ
と
大
会
を
通
し
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
感
染
が
収
ま
り
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
を

外
し
て
演
劇
が
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

▼�
主
な
活
動

・
令
和
２
年
度　

	
	

　

第
70
回
大
阪
府
高
等
学
校
演
劇
研
究
大
会

　

Ｆ
地
区
大
会　

優
秀
賞	

	

　
　
　
　
　
　
　

舞
台
美
術
賞		

　
　
　
　
　
　
　

個
人
演
技
賞　

岡
谷 

美
空

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

▼
部
員
数
：
９
名

▼
創
部
年
：
1
9
5
7
年
（
昭
和
32
年
）
頃

▼
主
将
：
櫻
井 

喜
樹

▼
ポ
リ
シ
ー
：
目
指
せ
全
国
大
会
上
位
入
賞

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
た
め
、
２
名

出
場
予
定
で
あ
っ
た

全
国
高
校
選
抜
大
会

が
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
２
名
と
も
上
位

入
賞
が
期
待
さ
れ
て

い
た
だ
け
に
、
か
な
り
残
念
で
し
た
。
そ
の
後

近
畿
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
も
中
止
と

な
り
、
唯
一
新
人
大
会
の
み
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
２
Ｕ
２
の
森
田 

里
香
さ
ん
が

近
畿
選
抜
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
3
月
に

行
わ
れ
る
全
国
選
抜
大
会
出
場
も
濃
厚
で
す
。

上
位
入
賞
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

Ｏ
Ｂ
２
名
が
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
に
新
潟
県
で
行
わ
れ
た
全
日
本
選

手
権
で
中
越
遼
大
君
（
男
子
55
㎏
級
・
Ｈ
29
卒

現
東
京
国
際
大
学
）
と
知
念 

ひ
め
の
さ
ん
（
女

子
81
㎏
級
・
Ｈ
28
卒
現
自
衛
隊
体
育
学
校
）
が

両
名
と
も
大
会
２
連
覇
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
、

パ
リ
五
輪
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。		



▼�

主
な
活
動

・
４
月　

	

春
季
大
会
（
中
止
）		

・
６
月　

	

大
阪
総
体
／
近
畿
大
会
（
中
止
）	

・
７
月　

	

全
国
高
校
女
子
選
手
権
（
中
止
）		

・
８
月　

	

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
中
止
）	

・
９
月　

	

私
学
大
会
（
中
止
）

・
10
月　

	

国
民
体
育
大
会
（
中
止
）

・
11
月　

	

新
人
戦

・
１
月　

	

近
畿
選
抜
大
会

　
　
　
　
（
２
Ｕ
２
森
田 

里
香
さ
ん
出
場
決
定
）

・
２
月	

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

・
３
月　

	

全
国
選
抜
大
会

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

（
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）

▼
部
員
数
：
43
名

▼
創
部
年
：
1
9
8
1
年

▼
主
将
：
大
谷 

昂
輝

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
（
フ
ァ
イ

テ
ィ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ェ

ル
ス
）
は
、「
日
本
一
に

な
る
こ
と
」
を
目
標
に
、

「
心
身
を
鍛
え
る
こ
と
」

を
目
的
に
活
動
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
８
度
の

全
国
優
勝
と
３
度
の
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
先
輩
方

が
、
大
学
や
社
会
人
の

チ
ー
ム
で
選
手
と
し
て
、

指
導
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

現
役
選
手
は
、
先
輩
方

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
実

績
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
た
め
に
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
た
め
に
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
同
窓
会
の
先
輩
方
に
も

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼�

年
間
の
活
動

�

・
令
和
２
年
度 
大
阪
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

大
阪
第
一
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場

　

※�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
た
め
、
決
勝

戦
は
実
施
せ
ず

・�

第
51
回 

全
国
高
等
学
校
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
４

軟
式
野
球
部

▼
部
員
数
：
4
名

▼
顧
問
名
：
新
見 

啓
之
、
西
村 

俊
一

　

我
々
、
軟
式
野
球
部
は
、

日
々
「
感
謝
の
気
持
ち
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
自
ら
望
ん
で
入
っ

た
軟
式
野
球
部
で
あ
り
、

大
好
き
な
軟
式
野
球
部
を

心
置
き
な
く
取
り
組
む
こ

と
の
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
く
だ
さ
る
全
て
の
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
等
、
物
理
的
に
環

境
を
整
え
て
く
だ
さ
る
学

校
関
係
者
の
方
々
、
出
場

す
る
各
大
会
を
運
営
し
て

く
だ
さ
る
大
会
関
係
者
の

方
々
、
試
合
を
し
て
く
だ

さ
る
他
校
の
方
々
、
い
つ

も
協
力
し
合
っ
て
活
動
に

励
む
仲
間
た
ち
、
そ
し
て
、

何
と
い
っ
て
も
い
つ
も
全
力
で
支
え
て
く
れ
る

家
族
。
枚
挙
に
暇
が
な
い
く
ら
い
多
く
の
方
々

の
力
を
お
借
り
し
て
我
々
は
、
活
動
で
き
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々

努
力
し
て
い
け
る
集
団
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

軽
音
楽
部

▼
部
員
数
：
１
０
３
名

▼
部
長
：
平
吉 

恭
介

▼
ポ
リ
シ
ー
：
協
調
性
を
も
っ
て
音
楽
を
楽
し
む

　

梧
桐
祭
の
全
校
生
徒
へ

の
ス
テ
ー
ジ
を
大
き
な
目

標
に
、
聴
い
て
く
れ
て
い

る
人
を
良
い
演
奏
で
楽
し

ま
せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
日
々
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

生
徒
主
導
で
オ
ン
ラ
イ
ン

ラ
イ
ブ
を
企
画
・
実
施
し

ま
し
た
。
部
員
数
が
１
０
０
名
を
超
え
る
大
規
模

な
部
活
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
に
対
し
自
主

性
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
団
結
し
て
活
動
で
き
て

い
る
部
活
で
す
。
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

校
内
ラ
イ
ブ
の
開
催
を
中
心
に
、
徐
々
に
部
員
た

ち
の
活
躍
の
場
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

▼�

主
な
活
動

・
4
月	

新
入
生
歓
迎
ラ
イ
ブ	

・
11
月	

梧
桐
祭
ラ
イ
ブ	

・
12
月	

卒
部
ラ
イ
ブ	

・
そ
の
他
、
校
内
ラ
イ
ブ
の
実
施

硬
式
野
球
部

▼
部
員
数
：
38
名

▼
創
部
年
：
１
９
４
７
年

▼
主
将
：
小
出 

望
那
（
普
通
科
）

▼
ポ
リ
シ
ー
：
野
球
を
通
し
て
の
人
間
形
成

　

２
０
２
０
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

夏
の
甲
子
園
大
会
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
３
年
生
の
部

員
に
と
っ
て
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
の
夢
で
あ
る
甲
子
園
出

場
と
い
う
目
標
が
断
た
れ	

非
常
に
悔
し
い
思
い
で
し
た
。

　

し
か
し
、
誰
一
人
途
中
で

辞
め
る
こ
と
な
く
後
輩
の
た

め
に
も
最
後
ま
で
チ
ー
ム
を

引
っ
張
り
鼓
舞
し
続
け
た
３
年
生
16
名
は
本
当
に

立
派
で
し
た
。
そ
の
３
年
生
の
意
志
を
受
け
継
い

だ
新
チ
ー
ム
（
２
年
生
16
名
、
１
年
生
21
名
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
名
）
は
、
秋
季
大
会
に
お
い
て
ベ

ス
ト
８
で
し
た
。
今
大
会
は
無
観
客
試
合
で
し
た

が
、
２
０
２
１
年
は
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
の
応
援
の
も

と
良
い
結
果
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
部
員
一
同

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
声
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
部

▼
部
員
数
：
12
名

▼
部
長
：
久
利 

佳
嵩　

▼
ポ
リ
シ
ー
：Let's

創
作

　

当
部
の
活
動
は
「
自
由
な

る
創
作
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

基
軸
に
置
い
て
、
各
々
の
「
技

術
」
を
昇
華
さ
せ
て
い
く
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。「
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
関

し
て
、
用
紙
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

色
鉛
筆
や
コ
ピ
ッ
ク
等
を
用

い
て
、
多
種
多
様
な
部
員
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
日
々
多
く
の
新

し
い
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
」
に
関
し
て
は
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
を
中
心
に
扱
い
、
学
校
唯
一
の
通
信
設
備

を
設
け
る
部
室
も
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
の
梧
桐

祭
で
は
、
ビ
ン
ゴ
大
会
用
に
、
数
字
を
ラ
ン
ダ

ム
で
表
示
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
参
加
者

に
大
い
に
楽
し
ん
で
貰
い
ま
し
た
。

▼�

主
な
活
動

・�

梧
桐
祭
の
展
示
用
イ
ラ
ス
ト
の
作
成	

・�

そ
の
他
作
品
：
小
説
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
は
、

発
表
の
た
め
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設

け
ま
す
。
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山中 正夫（昭和55年卒・普通科）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

▼
部
員
数
：
25
名

▼
創
部
年
：
2
0
0
4
年
（
平
成
16
年
）

▼
キ
ャ
プ
テ
ン
：
坂
本 

勝

▼
ポ
リ
シ
ー
：「
春
高
バ
レ
ー
」
出
場

　

私
た
ち
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
、
日
々
力
を
つ
け
る

た
め
に
近
畿
大
会
上
位
、

全
国
大
会
（
春
の
高
校
バ

レ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

出
場
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
チ
ー

ム
は
「
春
高
バ
レ
ー
」
出

場
に
向
け
て
も
う
少
し
の

と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

▼
主
な
活
動
内
容

・
大
阪
高
校
総
体
兼
全
日
本
高
校
選
手
権

　

大
阪
予
選　

ベ
ス
ト
８		



・
新
人
大
会
１
次
予
選　
Ｊ
ゾ
ー
ン
１
位

科
学
部

▼
部
員
数
：
10
名

▼
創
部
年
：
2
0
1
1
年
（
平
成
23
年
）

▼
部
長
：
植
田 

優
希

▼
ポ
リ
シ
ー
：
身
近
な
科
学
を
楽
し
む

　

 

科
学
部
で
は
、
週
に

一
度
自
分
た
ち
の
興
味
の

あ
る
実
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
簡
単
な
も
の
か
ら
、

少
し
難
し
い
も
の
ま
で
、

色
々
な
実
験
に
挑
戦
し
て

き
ま
し
た
。
人
数
は
少
な

い
で
す
が
、
コ
ー
ス
や
学

年
の
分
け
隔
て
な
く
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
梧
桐
祭
で
は
「
ヴ
ァ
ン
デ
グ
ラ
フ
起
電
機
」

を
自
作
し
、
沢
山
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
校
に
は
実
験
に
必
要
な
試
薬
に
恵
ま
れ
て

い
る
の
で
、
今
後
も
様
々
な
実
験
に
挑
戦
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
夏
休
み
に
は
サ
イ
エ

ン
ス
フ
ェ
ス
タ
や
科
学
館
な
ど
の
施
設
に
見
学

に
行
く
計
画
も
し
て
い
ま
し
た
。

空
手
道
部

▼
部
員
数
：
22
名

▼
創
部
年
：
1
9
7
3
年
（
昭
和
48
年
）

▼
主
将
：
望
月 

勇
稀

▼
ポ
リ
シ
ー
：
全
国
大
会
入
賞

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

の
為
に
大
会
の
多
く
が
中
止
と
な
り
、
３
年
生

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

に
出
場
す
る
こ
と
が
出

来
ず
、
悔
し
い
思
い
を

残
し
た
ま
ま
の
引
退
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
で
の
練
習
が
全
く

で
き
な
い
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
鍛
錬
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
11
月
に
無
観
客
で
行
わ
れ
た
新
人

大
会
で
は
各
種
目
に
お
い
て
入
賞
を
果
た
し
、

近
畿
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

空
手
道
部
の
目
標
は
、
大
会
で
の
勝
利
を
目

指
し
て
練
習
に
励
み
、
そ
の
活
動
の
中
で
「
敬

意
を
も
っ
て
人
と
接
す
る
礼
儀
」
や
「
物
事
に

真
摯
に
取
り
組
む
姿
勢
」
を
身
に
つ
け
る
事
で
す
。

今
後
も
部
員
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
成
長
し
て

い
け
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

▼
年
間
の
活
動

・
６
月
：
大
阪
府
高
等
学
校
選
手
権
大
会

　

（
中
止
）		



・
８
月
：
大
阪
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

（
女
子
団
体
型
３
位
、
男
子
団
体
型
準
優
勝
）	

・
9
月
：
私
立
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

�

（
男
子
団
体
組
手
3
位
、
男
子
個
人
型
準
優
勝
、

男
子
個
人
組
手
準
優
勝
）

・ 

11
月
：
大
阪
府
高
等
学
校
新
人
大
会

　

�

（
男
子
団
体
型
３
位
、
男
子
団
体
組
手
５
位
、

男
子
個
人
型
準
優
勝
、
男
子
個
人
組
手
優
勝
）

・�

１
月
：
桃
太
郎
杯
全
国
高
等
学
校
空
手
道
大

会
（
中
止
）		



・�

１
月
：
近
畿
高
等
学
校
空
手
道
大
会

・
春
、
夏
合
宿
（
中
止
）

書
道
部

▼
部
員
数
：
2
名

▼
部
長
：
福
田 

愛
音

▼
ポ
リ
シ
ー
：「
勇
往
邁
進
」

　

手
書
き
の
文
字
に
は
、
活
字

に
は
な
い
ぬ
く
も
り
が
あ
り
ま

す
。
墨
と
筆
で
書
い
た
文
字
に

は
パ
ワ
ー
が
み
な
ぎ
り
ま
す
。

思
い
を
込
め
て
文
字
を
書
く
と

き
、
心
は
解
放
さ
れ
ま
す
。

　

書
道
部
は
、
作
品
制
作
と
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
双
方
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
縦
４
ｍ
×

横
６
ｍ
の
大
き
な
紙
に
大
筆
で

書
い
た
梧
桐
祭
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
、
吹
奏
楽
部
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
大
成
功
し

ま
し
た
。
初
心
者
で
も
毛
筆
・

硬
筆
検
定
に
挑
戦
し
、
共
に
3

級
を
取
得
し
た
生
徒
も
い
ま
す
。

今
後
も
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
い
た
だ
い
た
り
、

地
域
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
り
な
ど
、

活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
部 

▼
部
員
数
：
20
名

▼
創
部
年
：
1
9
6
9
年
（
昭
和
44
年
）

▼
主
将
：
増
田 

紘
大

▼�

ポ
リ
シ
ー
：
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
人
間
的
に
も

成
長
す
る
こ
と

　

 

同
窓
会
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
お
元
気
で
ご
活

躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
御
支
援
の

も
と
、
テ
ニ
ス
部
は
男

子
が
過
去
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
個
人
単
複
３
位
、
団

体
ベ
ス
ト
16
、
全
国
選

抜
団
体
ベ
ス
ト
８
、
個

人
準
優
勝
、
ま
た
、
女

子
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
個

人
単
優
勝
、
複
３
位
、

団
体
ベ
ス
ト
16
、
更
に

全
国
選
抜
団
体
ベ
ス
ト

16
、
個
人
ベ
ス
ト
６
、

と
言
う
輝
か
し
い
実
績

を
残
せ
ま
し
た
。
生
駒

コ
ー
ト
に
は
砂
入
り
人

工
芝
コ
ー
ト
５
面
、
ハ
ー

ド
コ
ー
ト
2
面
を
備
え
、
練
習
環
境
に
も
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
試
合
も
制
限
さ
れ
、
感

染
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
活
動
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
自
分
の
力
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
終
息
の
折
に
は
ど
う
ぞ
生
駒
コ
ー
ト
へ

も
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
部
員
一
同
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
活
動

・�

第
75
回
大
阪
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

テ
ニ
ス
大
会

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

ベ
ス
ト
64	

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　
　

ベ
ス
ト
16	

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

ベ
ス
ト
８	

・
２
０
２
０
池
村
杯
大
阪
サ
マ
ー
ジ
ュ
ニ
ア

　

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
17
歳
以
下		



　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

ベ
ス
ト
64	

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　
　

ベ
ス
ト
64	

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

ベ
ス
ト
32	

・
令
和
２
年
度
近
畿
高
等
学
校
テ
ニ
ス
大
会

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

ベ
ス
ト
64	

・
令
和
２
年
度
大
阪
高
等
学
校
秋
季
テ
ニ
ス
大
会

　

男
子
団
体　

ベ
ス
ト
８		



・
令
和
２
年
度
曽
我
杯
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

男
子
団
体　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
３
年
生
の
部

　

優
勝

茶
華
道
部

▼
部
員
数
：
13
名

　

現
在
茶
華
道
部
は
、

１
年
生
２
名
、
２
年
生

６
名
、
３
年
生
５
名
の

合
計
13
名
で
、
月
に
２

回
程
度
土
曜
日
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
茶
道

は
裏
千
家
の
先
生
に
、

華
道
は
未
生
流
の
先
生

に
、
そ
れ
ぞ
れ
外
部
か

ら
来
て
い
た
だ
い
て
お

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

少
人
数
で
す
が
、
み
ん
な
と
て
も
仲
良
し
で
す
。

　

今
年
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
例
年
、
梧

桐
祭
で
は
茶
道
は
着
物
・
袴
を
着
て
お
茶
会
を

開
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
華
道
は
生
け
花
の
展

示
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
梧
桐
祭
で
来
校
の

際
に
は
食
堂
棟
三
階
の
作
法
室
・
研
修
室
に
ぜ

ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

中
国
語
研
究
部

▼
部
員
数
：
4
名

▼
創
部
年
：
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）

▼
部
長
：
金
子 

俊

▼�

ポ
リ
シ
ー
：
中
国
語
の
習
得
と
と
も
に
、
中

国
語
検
定
・
H
S
K
の

合
格
を
目
指
す
。

　

 

中
国
語
研
究
部
は
、
部

員
４
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
週
に
2
日
、
顧
問
の

先
生
に
中
国
語
を
教
え
て

頂
き
、
中
国
語
検
定
や
Ｈ

Ｓ
Ｋ
（
漢
語
水
平
考
試
）

の
合
格
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
中
国
語
を
勉

強
し
な
が
ら
、
中
国
文
化

や
中
国
史
な
ど
に
も
触
れ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

▼
主
な
活
動

・
中
国
語
検
定 

準
4
級　

２
名
合
格

・
Ｈ
Ｓ
Ｋ
（
漢
語
水
平
考
試
）  

４
級　

１
名
合
格

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

▼
部
員
数
：
24
名

▼
創
部
年
：
1
9
8
0
年

▼
部
長
：
福
本 

誠
英

　
　
　
　

（
2
学
年
普
通
科
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
）

▼�

ポ
リ
シ
ー
：
勝
て
る
チ
ー
ム
作
り

　

私
た
ち
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
男
女
24
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
鶴
見
緑
地
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
や
本
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
っ
て
お
り
、

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
自
分
た
ち

で
考
え
な
が
ら
一
生
懸
命
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
個
人
戦
・
団
体
戦
と
も
に

近
畿
大
会
や
そ
れ
以
上
の
成

果
を
残
せ
る
よ
う
に
日
々
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

▼
年
間
の
活
動

・
大
阪
高
校
春
季
大
会

・
大
阪
私
立
高
校
体
育
大
会

・
大
阪
総
合
体
育
大
会
出
場

美
術
部

▼
部
員
数
：
15
名

▼
創
部
年
：
2
0
1
0
年

▼
部
長
：
西
村 

優
吾

▼
ポ
リ
シ
ー
：
楽
し
む

　

主
に
、
自
分
の
好
き

な
制
作
を
し
ま
す
。
絵

が
得
意
な
人
、
切
り
絵

や
造
形
物
を
作
り
た
い

人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
個

人
に
合
わ
せ
て
、
基
本

的
な
技
法
な
ど
身
に
つ

け
さ
せ
、
作
品
の
発
展

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
出
展
し

た
り
、
梧
桐
祭
に
は
、
作
品
展
や
自
分
た
ち
で

作
っ
た
も
の
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

芸
術
系
の
大
学
受
験
を
考
え
て
い
る
人
は
、
受

験
の
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
主
な
活
動

・
大
原
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
・
佳
作

ク
イ
ズ
同
好
会

▼
部
員
数
：
3
名

▼
創
部
年
：
2
0
1
7
年

▼
部
長
：
樋
口 

尚
哉

▼�

ポ
リ
シ
ー
：
無
知
を
恥
じ
ず
無
知
に
甘
え
る

こ
と
を
恥
じ
る

　

ク
イ
ズ
同
好
会
で
は
主
に
早
押
し
ク
イ
ズ
を

し
て
い
ま
す
。
早
押
し
ク
イ
ズ
で
は
、
学
問
系

の
問
題
だ
け
で
な
く
雑
学
や
芸
能
な
ど
の
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
問
題
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
我
々
は
、

過
去
に
開
催
さ
れ
た
大
会
等
の
問
題
集
を
使
い

日
々
知
識
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、「
東
大
王
」
や
「
Ｑ
さ
ま
!!
」
等
の
テ

レ
ビ
番
組
や
「Q

uiz K
nock

」
の
活
動
に
よ
り

ク
イ
ズ
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
ク
イ
ズ
に
触
れ
る

機
会
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ク
イ
ズ
ブ
ー

ム
を
利
用
し
部
員
数
を
増
や
し
、
大
人
数
で
ク

イ
ズ
を
す
る
な
ど
今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
事
を

出
来
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
主
な
活
動

・
高
校
生
ク
イ
ズ　

出
場
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かんたんテント

放
送
部

▼
部
員
数
：
6
名

▼
部
長
：
和
田 

創
夢

　

放
送
部
で
は
月
曜
日

と
金
曜
日
の
週
２
回
、

お
昼
休
み
の
時
間
帯
に

ラ
ジ
オ
形
式
の
生
放
送

番
組
を
放
送
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
体
育
祭

や
梧
桐
祭
で
は
選
曲
・

司
会
・
実
況
の
担
当
も
し
て
お
り
ま
す
。
他
の

生
徒
た
ち
か
ら
直
接
見
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
縁
の
下
の
力

持
ち
」
を
自
負
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
体
育
祭
は
ラ
ク

タ
ブ
ド
ー
ム
で
の
実
施
、
梧
桐
祭
や
入
試
説
明

会
は
映
像
配
信
で
の
実
施
を
す
る
な
ど
、
放
送

部
の
活
動
の
場
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
の
学
校
行
事
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
主
な
活
動

・
ラ
ク
タ
ブ
ド
ー
ム
で
の
体
育
祭
放
送	

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
梧
桐
祭
ス
テ
ー
ジ
映
像
配
信

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
入
試
説
明
会
映
像
配
信
を

４
回
実
施		



・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
卒
業
式
（
予
定
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部

▼
部
員
数
：
17
名

▼
代
表
者
：
山
岸 

翔
海

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部

は
、
主
に
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
隣
接
す
る
老
人

ホ
ー
ム
で
は
、
行
事
に
参

加
し
て
一
緒
に
制
作
し
た

り
、
お
話
を
聞
か
せ
て
頂

い
た
り
と
触
れ
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所
と
な
る

ス
ペ
ー
ス
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
毎
週
参
加

し
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
宿
題
を
し
た
り
行
事

を
計
画
し
た
り
、
合
同
で
色
ん
な
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
赤
十
字
社
の
加
盟

校
と
し
て
、
赤
十
字
主
催
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
や

募
金
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
様
に
学
内
・
外
問
わ
ず
沢
山
の
経
験

を
積
ん
で
見
聞
を
広
め
、
将
来
幅
広
く
活
動
で

き
る
人
に
な
る
よ
う
日
々
の
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

▼
主
な
活
動

・�

地
域
活
動
（
老
人
ホ
ー
ム
・
子
供
食
堂
・
小

学
生
放
課
後
支
援
）

・
日
本
赤
十
字
加
盟
校

柔
道
部

▼
部
員
数
：
18
名

▼
創
部
年
：
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）

▼
主
将
：
男
子
：
小
方 

圭
梧

　
　
　
　

女
子
：
松
井 

菜
々
子

▼�

ポ
リ
シ
ー
：
精
力
善
用　

自
他
共
栄

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
・
大
阪
総
体
、
福

岡
で
行
わ
れ
る
金
鷲
旗

大
会
な
ど
の
柔
道
競
技

が
中
止
と
な
り
、
今
年

度
の
３
年
生
は
最
後
の

学
年
で
出
場
で
き
る
大

会
が
一
度
も
行
わ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

３
年
生
は
出
場
で
き

る
試
合
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
部
活
動
が
再
開
さ

れ
た
６
月
15
日
か
ら
毎

日
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。（
卒
業
式
の
前
日
ま

で
稽
古
す
る
予
定
で
す
。）
３
年
生
は
毎
日
ど
ん

な
気
持
ち
で
稽
古
し
て
い
る
の
か
…
。「
辛
い
気

持
ち
」
や
「
無
念
の
思
い
」
を
抱
え
な
が
ら
毎

日
一
所
懸
命
に
稽
古
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん

だ
経
験
は
、
生
き
て
い
く
う
え
で
自
身
の
未
来

を
つ
く
る
底
力
と
な
る
と
信
じ
ま
す
。

　

後
輩
た
ち
も
先
輩
た
ち
の
後
ろ
姿
を
見
て
、
よ

り
一
層
努
力
精
進
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部

▼
部
員
数
：
選
手 

56
名　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

5
名

▼
創
部
年
：
２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）

▼
主
将
：
丹
羽 

幸
吉

▼
ポ
リ
シ
ー
：
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク

　

私
た
ち
ラ
グ
ビ
ー

部
は
日
々
の
練
習
に

全
力
で
取
り
組
み
、

練
習
以
外
の
時
間
も

ラ
グ
ビ
ー
部
と
し
て

の
自
覚
を
持
っ
て
行

動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
大
阪
予
選

の
準
決
勝
で
敗
れ
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
今
年
こ
そ
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
、

部
員
全
員
で
ハ
ー
ド

ワ
ー
ク
し
て
、
花
園

に
出
場
し
た
い
で
す
。

▼
主
な
活
動

・�

第
１
０
０
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会　

大
阪
府
予
選

　

第
一
地
区　

ベ
ス
ト
4

少
林
寺
拳
法
部

▼
部
員
数
：
24
名

▼
創
部
年
：
１
９
６
７
年
（
昭
和
42
年
）

▼
主
将
：
河
原 

真
二

▼
抱
負
：
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝

　

同
窓
会
の
皆
様
「
こ
ん
に
ち
は
」
少
林
寺
拳

法
部
は
３
年
生
７
名
・
２
年
生
９
名
・
１
年
生

８
名
の
24
名
で
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
全
国
選
抜

の
優
勝
」
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
修
練
し
て
い

ま
す
。

　

少
林
寺
拳
法
は
自
分
自
身
を
頼
り
と
す
る
こ

と
の
で
き
る
「
本
当
の
強
さ
」
を
持
っ
た
人
間

を
育
て
る
武
道
で
す
。
練
習
は
、
基
本
的
に
は

二
人
一
組
に
な
り
行
い

ま
す
。
お
互
い
の
手
を

握
り
練
習
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
分
も
上
達
し
、

相
手
も
上
達
し
て
も
ら

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
半

ば
は
自
己
の
幸
せ
を
、

半
ば
は
他
人
の
幸
せ
を
」

と
い
う
少
林
寺
拳
法
の

精
神
か
ら
き
て
い
ま
す
。

部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
高

校
生
に
な
っ
て
始
め
た

生
徒
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
成
績

は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

「
男
子
単
独
演
武
」
第

２
位
、「
男
子
団
体
」
第
５
位
、「
女
子
単
独
演
武
」

第
２
位
。
近
畿
大
会
で
は
「
男
子
自
由
組
演
武
」

優
勝
・
第
４
位
、「
男
子
規
定
組
演
武
」
優
勝
、

「
男
子
規
定
単
独
」
第
５
位
、「
男
子
団
体
」
第

３
位
。
全
国
選
抜
大
会
で
は
「
男
子
自
由
組
演
武
」

第
2
位
。

　

令
和
元
年
度
の
成
績
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
「
男

子
単
独
演
武
」
優
勝
。
近
畿
大
会
で
は
「
男
子

自
由
組
演
武
」
優
勝
・
第
２
位
、「
男
子
規
定
組

演
武
」
第
２
位
、「
男
子
団
体
」
優
勝
、「
女
子

規
定
組
演
武
」
第
２
位
な
ど
の
成
績
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
の
全
国
選

抜
大
会
・
令
和
２
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
３
年
生
は
「
自
分
の
可

能
性
」
を
信
じ
、
成
長
し
て
い
く
た
め
に
も
少

林
寺
拳
法
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
気
軽
に
道
場
ま
で
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
な
活
動

・
第
37
回
近
畿
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
大
会　

　

兼
第
23
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
大
会

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会		



　

日
時
：
令
和
２
年
12
月
26
日
・
27
日	

　

◎
男
子
規
定
単
独
演
武
の
部　

優
勝

　

◎
男
子
自
由
単
独
演
武
の
部　

優
勝
・
第
８
位

　

◎
男
子
自
由
組
演
武
の
部　

優
勝
・
第
２
位

　

◎
男
子
団
体
演
武
の
部　

優
勝

　

◎
女
子
規
定
単
独
演
武
の
部　

優
勝

　

◎
女
子
自
由
単
独
演
武
の
部　

第
６
位

　

◎
女
子
自
由
組
演
武
の
部　

第
７
位

　

◎
男
子
団
体
演
武
の
部　

第
３
位

　

�

入
賞
者
は
令
和
３
年
３
月
実
施　

全
国
高
等

学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

男
子
ダ
ン
ス
同
好
会 

▼
部
員
数
：
17
名

▼
創
部
年
：
2
0
0
7
年
（
平
成
19
年
）

▼
主
将
：
小
鼓 

啓
太

▼
ポ
リ
シ
ー
：
踊
り
で
人
に
感
動
を
与
え
た
い

　

男
子
ダ
ン
ス
同
好
会

は
、
大
阪
産
業
大
学
附

属
高
校
が
90
周
年
を
迎

え
る
年
に
創
部
さ
れ
ま

し
た
。
創
部
当
初
は
部

員
も
６
名
で
活
動
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
現
在

は
部
員
数
が
17
名
と
な

り
、
同
好
会
か
ら
部
活

動
に
昇
格
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
毎

日
練
習
に
励
み
、
地
域
や
外
部
で
の
イ
ベ
ン
ト

や
大
会
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
の
技
術
や
楽
し
さ
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く

見
て
い
る
人
達
に
感
動
や
影
響
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
学
校
や

地
域
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、

大
会
で
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
主
な
活
動

・
外
部
イ
ベ
ン
ト
参
加		



・
梧
桐
祭
参
加
演
出

鉄
道
研
究
部

▼
部
員
数
：
13
名

▼
部
長
：
関 

翔
耶

　

1
年
生
7
名
、
2
年
生
6
名
で
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

例
年
自
分
た
ち
で
行
程
を
組
ん
で
夏
合
宿
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

去
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
遠
方
で
の
合
宿
が

出
来
な
か
っ
た
の
で
各

自
で
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
は
長
野
・
東

京
方
面
へ
取
材
合
宿
に

行
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
の
活
動
で
は

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
等

で
展
示
す
る
ジ
オ
ラ
マ

の
製
作
や
鉄
道
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

陸
上
競
技
部

▼
部
員
数
：
47
名

▼
主
将
：
金
子 

彩
人

▼�

ポ
リ
シ
ー
：
全
国
大
会
出
場

　

 

私
た
ち
陸
上

競
技
部
は
、
短
距

離
、
長
距
離
な
ど

合
わ
せ
て
、
47
名

で
、
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
全
国
大

会
に
出
場
し
た
部

員
も
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
刺
激
を

受
け
、
ほ
か
の
部

員
も
近
畿
大
会
・

全
国
大
会
を
目
指

し
て
、
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
、
鶴

見
緑
地
公
園
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。
坂
道
を
使

う
な
ど
、
練
習
環
境
を
工
夫
し
て
、
記
録
会
や

大
会
に
向
け
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
が
、
部
員

同
士
で
声
を
掛
け
合
い
、
雰
囲
気
の
良
い
練
習

を
心
が
け
、
自
分
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

▼
部
員
数
：
18
名

▼
主
将
：
稲
田 

凌
空

▼
ポ
リ
シ
ー
：
全
国
大
会
出
場

　

２
年
生
９
名
、
１
年
生
５
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

４
名
の
計
１
８
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。	

　

今
年
は
昨
年
度
か
ら
試
合
に
多
く
出
場
し
、

実
践
の
中
で
様
々
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
る

選
手
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
の
選
手
た
ち
が

昨
年
の
経
験
を
活
か
し
て
守
備
、
打
撃
と
チ
ー

ム
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
課
題
は
打

線
の
つ
な
が
り
と
守
備
で
の
連
携
で
、
打
撃
面

は
チ
ャ
ン
ス
を
作
る

こ
と
が
で
き
て
も
そ

れ
を
活
か
せ
ず
、
得

点
で
き
な
い
場
面
、

守
備
面
は
選
手
同
士

の
間
の
打
球
を
落
球

や
お
見
合
い
す
る
場

面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
全
国
大
会
、

近
畿
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
の
で
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
部

員
一
同
、
日
々
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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♦営業品目♦

旧　

大
阪
鉄
道
高
等
学
校　

校
歌

（
昭
和
24
年
４
月
１
日
）

一
、
見
よ
浪な
み
は
や速
の
城
北
に

　
　

意
気
と
希
望
に
そ
び
え
た
つ

　
　

我
等
が
清
き
学ま

な
び
や園

は

　
　

交
通
文
化
の
育
成
に

　
　

誇
り
輝
く
鉄
道
校

旧　

大
阪
産
業
大
学
高
等
学
校　

校
歌

（
昭
和
50
年
４
月
１
日
制
定
、　　
　
　

曲
は
大
阪
鉄
道
高
等
学
校
と
同
）

一
、
仰
げ
ば
生
駒
の　

峰
高
く

　
　

久く

遠お
ん

の
流
れ　

淀
川
は

　
　

浪
速
の
歴
史　

刻
み
き
て

　
　

天
守
の
東　

学
び
舎
に

　
　

つ
ど
う
吾
ら
が　

産
大
校

【任期】令和3（2021）年4月1日～令和6（2024）年3月31日総会まで
①同窓会役職　②卒業時の校名　③卒業年度と専攻科

役 員 紹 介  同窓会組織
・

役　割 ①相談役
②大阪鉄道高等学校
③昭和31年機械科卒

寺前　章
てらまえ あきら

①参与
②大阪鉄道高等学校
③昭和29年機械科卒

上殿　貞義
うえどの さだよし

①参与
②大阪鉄道高等学校
③昭和42年機械科卒

大瀬戸　美満
 おおせと よしみつ

①副会長・広告
②大阪鉄道高等学校
③昭和40年土木建築科卒

田邊　正喜
 たなべ まさよし

①副会長・記録
②大阪鉄道高等学校
③昭和40年電気科卒

田中　一夫
 たなか かずお

①副会長・事務局
②大阪鉄道高等学校
③昭和35年業務科卒

大谷　和正
おおたに かずまさ

①監査　事務
②大阪鉄道高等学校
③昭和39年業務科卒

辻野　孝治
 つじの こうじ

①会計
②大阪鉄道高等学校
③昭和47年電気科卒

中山　俊治
なかやま しゅんじ

①会計
②大阪鉄道高等学校
③昭和33年機械科卒

小川　和彦
 おがわ かずひこ

①常任幹事
②大阪鉄道高等学校
③昭和35年業務科卒

上田　弘
 うえだ ひろむ

①監査　広告
②大阪鉄道高等学校
③昭和41年土木建築科卒

内藤　和男
 ないとう かずお

①常任幹事・情報
②大阪産業大学高等学校
③昭和58年電気科卒

笠間　優雄
 かさま まさお

①常任幹事・情報
②大阪産業大学高等学校
③昭和53年電気科卒

市場　孝士
 いちば たかし

①常任幹事・くろがね
②大阪産業大学高等学校
③昭和55年普通科卒

新村　和久
 しんむら かずひさ

①副会長・総会
②大阪産業大学高等学校
③昭和51年電気科卒

杉本　正之
すぎもと まさゆき

①常任幹事・総会
②大阪産業大学高等学校
③平成5年普通科卒

本田　忠行
 ほんだ ただゆき

①常任幹事・情報
②大阪産業大学高等学校
③平成3年普通科卒

小濱　貴樹
 こはま たかき

①副会長・くろがね
②大阪鉄道高等学校
③昭和35年業務科卒

木村　大成
 きむら たいせい

①常任幹事・情報
②大阪産業大学高等学校
③昭和58年機械科卒

山本　忠史
やまもと ただし

①常任幹事・総会
②大阪鉄道高等学校
③昭和48年機械科卒

吉田　潤二
 よしだ じゅんじ

①幹事・情報
②大阪鉄道高等学校
③昭和43年土木建築科卒

河田　喜一
 かわた きいち

①幹事・会計補佐
②大阪産業大学高等学校
③昭和51年電気科卒

中山　伸治
 なかやま のぶはる

①幹事・情報
②大阪産業大学高等学校
③昭和55年普通科卒

坂本　秀樹
 さかもと ひでき

①幹事
②大阪鉄道高等学校
③昭和41年土木建築科卒

伊藤　圭郎
 いとう よしお

①幹事・情報
②大阪鉄道高等学校
③昭和46年自動車科卒

前川　豊
  まえかわ      ゆたか

①幹事・くろがね
②大阪鉄道高等学校
③昭和43年自動車科卒

橋本　博光
 はしもと ひろみつ

①会長
②大阪鉄道高等学校
③昭和35年電気科卒

片岡　満
かたおか みつる

*�令和3(2021)年6月20日(日) 、シェラトン都ホテル大阪(上本町)で、同窓会総会と
懇親会を開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止対策による緊急事
態宣言の解除後に、コロナ感染者数が徐々に増加し、いつ終息するか予測がつか
ない状況になってきましたので、今年も例年同様、役員だけの総会となります。
*�次回の「くろがね50号」は母校の発展や学生諸氏の健全な学び舎とクラブ活動の
中から、地域や産業社会に信頼される礎を繁栄させる「機関誌」にしていきたいと
考えておりますので、皆様の経験豊富な知識と多彩な話題を提供して頂き、気軽に
原稿をお寄せ下さいますよう、心からお待ちしております。

編集長　木村

編集後記

1 �次回「くろがね50号」記念誌の発刊に当たって、皆様方の在校時の
出来事・クラブ活動での思い出・クラスメイトとの友情・師弟関係での
思い出・等 を々記憶をたどって寄稿して下さい。

2 �令和2年度 卒業生の皆様は新しい希望と躍進を、目標に向かって前
進されることを祈念しております。

3 �新役員・幹事の皆様が推挙されました方 を々記載しております。皆様方
とのパイプ役となって、より一層に同窓会で心のつながりを育てて、未
来の活動へと発展出来るように推進して行きます。

4 �コロナ感染症による予防ワクチン接種が進んでいます、これにより感染
者数も減少して、通常の社会生活に戻れることになりますが感染で培っ
た生活状態も良い意味で継続されて、生活環境が変化するでしょう!! 

5 �楽しいクラブ活動では、コロナ禍で大会の中止が各部活でありましたが、
その中でも、闘志を力強く燃やした結果、優秀な成績を勝ち取って、有
終の美を飾った各クラブを称賛します。

伝言板


